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１．国民の皆様へ 

 
平成 29 年度は、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構（以下「JAXA」）にとって、

平成 25 年 4 月から始まった第 3 期中期目標期間の最終年度にあたります。国立研究開発

法人として、研究開発成果の最大化を目指して、先進的な、社会適用を目指す研究開発を

継続して進めてきた結果、主に次のような優れた成果が得られました。 

 
－宇宙輸送分野では、H-ⅡA ロケットによる異なる 2 つの軌道への衛星投入を成功させ、

多様な軌道投入ミッションへの対応を実証しました。また、新規に開発した小型液体推

進系と世界トップレベルの衛星搭載環境を有する強化型イプシロンロケットによって、

太陽同期準回帰軌道への衛星投入を成功させ、固体ロケットでも太陽同期軌道への打上

げ市場参入の見通しを得ました。これらを含め、年度 6 機という過去最大機数の打上げ

を全て成功させました。その結果、H-IIA/B ロケットの打上げ成功率は 97.7％と世界水

準を維持、過去 5 年のオンタイム打上げ率は 94.7％と世界水準を凌駕し、特に、オンタ

イム打上げの実績が認められたことで、新たに商業衛星の受注獲得に繋がりました。 

 
－有人宇宙分野では、閣僚級の国際会議「第 2 回国際宇宙探査フォーラム（ISEF2）」の開

催、初の ISEF 共同宣言や国際宇宙探査の共通原則「東京原則」の取りまとめを支援し

たことにより、国際宇宙探査の機運を高め、今後の国際宇宙探査の議論加速に貢献しま

した。また、ISEF2 の機会に合わせて、宇宙探査に関する国民の認知度向上、宇宙産業

の裾野の拡大、若手の人材育成を目的に、若手を対象とした Y-ISEF（ISEF for Young 
Professionals）、高校生を対象とした S-ISEF（ISEF for Students）、産業界を対象とし

た I-ISEF（ISEF for Industries）の 3 つのサイドイベントを主催しました。サイドイベ

ントは、ネット中継や、新聞・TV など多くのメディアにも取り上げられ、参加者のみな

らず、我が国の宇宙人材基盤の底上げに貢献しました。 
 さらに、国際宇宙ステーション日本実験棟「きぼう」（JEM）の有効利用として、日

本が優位性を持つタンパク質結晶生成実験に関する創薬研究開発ベンチャー企業との有

償契約を大幅に拡大した戦略的なパートナーシップ契約を新たに締結するとともに、「き

ぼう」の民間等による事業自立化（民間への開放）の第一弾として超小型衛星放出の事

業者選定を進めました。 

 
－航空科学分野では、世界初となる複合材ファンブレードの中空化等による軽量化及び高

効率化を実現し、世界トップレベルの燃費低減技術を開発したことにより、我が国の優

位技術として海外メーカーとの差別化を可能としました。本研究の成果を受け、国内メ

ーカーが国際共同開発におけるさらなるシェア確保・拡大に向け、実用化検討に着手し

ました。 

 
－上記を含め、主な成果等を 6 ページに示します。 
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平成 30 年 4 月から始まる 7 ヵ年の第 4 期中長期目標期間では、第 3 期より継続する事

業を引き続き着実に進めるとともに、世界的に変化の激しい宇宙航空分野において日本の

宇宙航空分野が発展していくため、変化に怯むことなく、新たな価値の創出、先導する研

究開発に果敢に挑戦し続けてまいります。

以 上
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平成 29 年度の主な成果等  

平成 29 年 
4 月 

陸域観測技術衛星 2 号「だいち 2 号」（ALOS-2）による地震・火山災害時等の活用実

績を踏まえ、防災分野の最上位計画で、基本指針を示す「防災基本計画」に情報収集

手段の一つとして「人工衛星」が追記。

6 月 世界初の温室効果ガス観測専用の衛星である「いぶき」（GOSAT）の観測データを使

い、温室効果ガスであるメタンについて、地上から上空までの「地球大気全体（全大

気）」の平均濃度を算出。地球規模のメタン濃度の動向を世界で初めて示した。

世界最小三軸姿勢制御モジュールが搭載された世界最小サイズ（質量 1kg、直径 15cm）

で、無重力環境下で自律的な回転・並進制御機能を持つカメラロボット Int-Ball が打

ち上げられた。

8 月 金星を周回する唯一の探査機「あかつき」の観測により、高度 45-60km の中･下層雲

領域の流れが赤道付近で速いジェット状になる時期があることを発見。

9 月 放射線帯物理と宇宙天気予報分野の研究開発として、超高エネルギー電子観測装置を

開発。ジオスペース探査衛星「あらせ」（ERG）に搭載し、9 月の巨大な磁気嵐に伴う

大きな変動の全容を捉えることに成功。

12 月 H-IIA ロケット 37 号機（高度化仕様）にて、異なる 2 つの軌道への衛星投入を成功

させ、多様な軌道投入ミッションへの対応を実証。

平成 30 年 
1 月 

イプシロンロケット 3 号機にて、経済産業省の助成事業として民間企業が開発した高

性能小型レーダ衛星（ASNARO-2）を打ち上げ、太陽同期準回帰軌道への投入に成功。 

2 月 過去最大機数となる 6 機目/年度（H-IIA ロケット 38 号機）の打上げに成功。

国際宇宙ステーション（ISS）日本実験棟「きぼう」利用の初の民間開放として、「き

ぼう」からの超小型衛星放出事業の事業者の企画提案募集を開始。

高効率軽量ファン・タービン技術実証（aFJR）において、世界初となる複合材ファン

ブレードの中空化等による軽量化及び高効率化を実現し、世界トップレベルの燃費低

減技術を獲得。

経済産業省の事業（民生品を活用した宇宙機器の軌道上実証）として採択され実施し

た SS-520 5 号機による超小型衛星打上げの実証実験について、衛星の軌道投入に成

功。

ジオスペース探査衛星「あらせ」（ERG）の観測により、明滅するオーロラの起源を

解明。プラズマ波動「コーラス」に揺さぶられた電子が地球の大気に降り注ぐことで

オーロラが発生するという予想が、直接的に裏付けられた。

3 月 第２回国際宇宙探査フォーラム（ISEF2）の開催を支援し、初の ISEF 共同宣言や国

際宇宙探査の共通原則「東京原則」の取りまとめに貢献。また、「探査時代」に活躍す

る次世代の人材育成の観点から 3 つのサイドイベントを実施。 
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２．法人の基本情報

（１）法人の概要

①目的

大学との共同等による宇宙科学に関する学術研究、宇宙科学技術（宇宙に関する科学技術を

いう。以下同じ。）に関する基礎研究及び宇宙に関する基盤的研究開発並びに人工衛星等の開発、

打上げ、追跡及び運用並びにこれらに関連する業務を、宇宙基本法（平成二十年法律第四十三号）

第二条の宇宙の平和的利用に関する基本理念にのっとり、総合的かつ計画的に行うとともに、航

空科学技術に関する基礎研究及び航空に関する基盤的研究開発並びにこれらに関連する業務を

総合的に行うことにより、大学等における学術研究の発展、宇宙科学技術及び航空科学技術の水

準の向上並びに宇宙の開発及び利用の促進を図ることを目的とする。

（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第４条）

② 業務の範囲

一．  大学との共同その他の方法による宇宙科学に関する学術研究を行うこと。

二．  宇宙科学技術及び航空科学技術に関する基礎研究並びに宇宙及び航空に関する基盤的研究

開発を行うこと。

三．  人工衛星等の開発並びにこれに必要な施設及び設備の開発を行うこと。

四．  人工衛星等の打上げ、追跡及び運用並びにこれらに必要な方法、施設及び設備の開発を行うこ

と。

五．  前各号に掲げる業務に係る成果を普及し、及びその活用を促進すること。

六．  第三号及び第四号に掲げる業務に関し、民間事業者の求めに応じて援助及び助言を行うこと。

七．  機構の施設及び設備を学術研究、科学技術に関する研究開発並びに宇宙の開発及び利用を行

う者の利用に供すること。

八．  宇宙科学並びに宇宙科学技術及び航空科学技術に関する研究者及び技術者を養成し、及びそ

の資質の向上を図ること。

九．  大学の要請に応じ、大学院における教育その他その大学における教育に協力すること。

一〇．  前各号の業務に附帯する業務を行うこと。

（国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法第１８条）

③ 沿革

2003 年（平成 15 年）10 月 文部科学省宇宙科学研究所（ISAS）、独立行政法人航空宇宙技術研究所

（NAL）、宇宙開発事業団（NASDA）が統合し、独立行政法人宇宙航空研究開発機構（JAXA）が発

足。

2015 年（平成 27 年）4 月 国立研究開発法人へ移行。

④ 設立根拠法

国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構法（平成 14 年法律第 161 号）

⑤ 主務大臣（主務省所管課等）

文部科学大臣 （研究開発局 宇宙開発利用課）

総務大臣 （国際戦略局 宇宙通信政策課）

内閣総理大臣（内閣府 宇宙開発戦略推進事務局）

経済産業大臣（製造産業局 航空機武器宇宙産業課 宇宙産業室）
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理  事  長　　 奥村　直樹

執行役　　伊東　康之 副理事長　 　 遠藤　守 監　　事　　　高橋　光政

執行役　　上野　精一 理　　　事　　　山本　静夫 監　　事    　大矢　和子

執行役　　中道　正仁 理　　　事　　　鈴木　和弘 ＿監事室　　　　 大角　泰正

執行役　　倉崎　高明 理　　　事　　　布野　泰広

理　　　事　　　常田　佐久

理　　　事　　　伊藤　文和

理　　　事　　　今井　良一

経営推進部　　　　　 石井　康夫 第一宇宙技術部門 宇宙科学研究所
部門長　 （兼務）布野　泰広 所長　 （兼務）常田　佐久

ミッション企画部　　　　　 宗永　隆男
事業推進部　　　　　　　　　　　　 佐藤　寿晃 ［副所長］ （兼務）國中　均

評価・監査部 向井　浩子
[宇宙輸送技術統括] （兼務）鈴木　裕介 科学推進部　　　　　 佐々木　宏

ワーク・ライフ変革推進室 （兼務）向井　浩子
宇宙輸送安全計画ユニット 川畑　広文 宇宙科学国際調整主幹 東覚　芳夫

総務部　　　　　　　 前田　豊 宇宙科学広報・普及主幹 （兼務）生田　ちさと
宇宙輸送系基盤開発ユニット （事代）布施　竜吾

人事部　　　　　　　 内木　悟 ［研究総主幹］ （兼務）藤本　正樹
H3ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 岡田　匡史 宇宙物理学研究系　　　　 （研究主幹）山田　亨

財務部　　　　　　 高山　宏 太陽系科学研究系　　 （研究主幹）斎藤　義文
ｲﾌﾟｼﾛﾝﾛｹｯﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 井元　隆行 学際科学研究系　　　　　　 （研究主幹）稲富　裕光

調達部　　　　　 寺田　弘慈 宇宙飛翔工学研究系　　　　　 （研究主幹）佐藤　英一
鹿児島宇宙ｾﾝﾀｰ　　　 藤田　猛 宇宙機応用工学研究系　　 （研究主幹）山田　隆弘

［筑波宇宙センター所長］ （兼務）今井　良一
筑波宇宙ｾﾝﾀｰ管理部　 渡戸　満 ＿打上管制安全評価ユニット （兼務）鳥井　義弘 ［宇宙科学プログラムディレクタ］ （兼務）満田　和久

＿飛行安全ユニット （兼務）川畑　広文 宇宙科学ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ室 三保　和之
広報部　　　 庄司　義和 GEOTAILプロジェクトチーム　　　 （兼務）斎藤　義文

＿射場技術開発ユニット 長田　弘幸 ASTRO-EIIプロジェクトチーム　 （兼務）石田　学
調査国際部　　　　　 三宅　正純 SOLAR-Bプロジェクトチーム　　 （兼務）清水　敏文

＿内之浦宇宙空間観測所 （兼務）峯杉　賢治 PLANET-Cプロジェクトチーム （兼務）中村　正人
　ワシントン駐在員事務所　 岩本　裕之 Bepi Colomboプロジェクトチーム （兼務）早川　基
　パリ駐在員事務所　　 木下　圭晃 [衛星ｼｽﾃﾑ開発統括] （兼務）舘　和夫 惑星分光観測衛星ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）山﨑　敦
　バンコク駐在員事務所　　 辻　政信 ｼﾞｵｽﾍﾟｰｽ探査衛星ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）篠原　育

GCOMﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 杢野　正明 はやぶさ２ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）津田　雄一
新事業促進部 松浦　直人 EarthCARE/CPRﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 富田　英一 深宇宙探査用地上局ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 沼田　健二

GOSAT-2ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 平林　毅 SLIMプロジェクトチーム　 （兼務）坂井　真一郎
［統括チーフエンジニア］ （兼務）中川　敬三 SLATSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 佐々木　雅範 X線天文衛星代替機ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 前島 弘則

チーフエンジニア 鈴木　裕介 JDRSﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 高畑 博樹 火星衛星探査機ﾌﾟﾘﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）川勝 康弘
チーフエンジニア 本田　雅久 先進光学衛星ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 匂坂　雅一
チーフエンジニア 及川　幸揮 先進ﾚｰﾀﾞ衛星ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 鈴木　新一 ［研究基盤・技術統括］　　 （兼務）森田　泰弘
チーフエンジニア （兼務）稲場　典康 技術試験衛星9号機ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 深津　敦
チーフエンジニア （兼務）紀伊　恒男 大学共同利用実験調整グループ （兼務）吉田　哲也
チーフエンジニア 高橋　哲雄 基盤技術グループ （事代）下瀬　滋

[宇宙利用統括] （兼務）舘　和夫 先端工作技術グループ 岡田　則夫
チーフエンジニア室 岩田　隆敬 大気球実験グループ （兼務）吉田　哲也

衛星利用運用ｾﾝﾀｰ　 内藤　一郎 観測ロケット実験グループ （兼務）羽生　宏人
［情報化統括］ （兼務）中道　正仁 能代ロケット実験場 （兼務）石井　信明

地球観測研究ｾﾝﾀｰ　　 （兼務）中島　映至 あきる野実験施設 （兼務）後藤　健
セキュリティ・情報化推進部 川上　道生 科学衛星運用・ﾃﾞｰﾀ利用ﾕﾆｯﾄ 竹島　敏明

＿[地球観測ｾﾝﾀｰ] （兼務）藤澤　達也 月惑星探査データ解析グループ （兼務）大嶽　久志
［信頼性統括］ （兼務）宇治野　功 地球外物質研究グループ （兼務）圦本　尚義

S&MA総括 中野　哲也 ALOS-2ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ （兼務）祖父江 真一 深宇宙追跡技術グループ （兼務）山田　隆弘
S&MA総括 小林　亮二 衛星測位システム技術ユニット 井上　浩一
S&MA総括 南野　浩之
S&MA総括 鈴木　浩一 航空技術部門

第二宇宙技術部門 部門長　 （兼務）伊藤　文和
安全・信頼性推進部　　　　 泉　達司 部門長　 （兼務）遠藤　守

事業推進部 村上　哲
施設部　　　　　　　　 森山　繁

有人宇宙技術部門 ［航空プログラムディレクタ］　 吉田　憲司
周波数管理室 小出　孝治 　 部門長　 （兼務）遠藤　守

aFJRﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 西澤　敏雄
追跡ネットワーク技術センター 小川　眞司 ［国際宇宙ｽﾃｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾏﾈｰｼﾞｬ］ （兼務）若田　光一 FQUROHﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 山本　一臣

航空技術実証研究開発ユニット 越岡　康弘
＿SSAシステムプロジェクトチーム 松浦　真弓 事業推進部 上森　規光
＿増田宇宙通信所 （兼務）小杉　史郎 次世代航空イノベーションハブ 渡辺　重哉
＿勝浦宇宙通信所 （兼務）小杉　史郎 有人宇宙技術ｾﾝﾀｰ　 若田　光一
＿沖縄宇宙通信所 （兼務）小杉　史郎 ［基盤技術統括］　 松尾　裕一
＿臼田宇宙空間観測所 （兼務）村田 泰宏 HTV技術ｾﾝﾀｰ　 植松　洋彦

空力技術研究ユニット 浜本　滋
環境試験技術ユニット 中尾　正博 新型宇宙ｽﾃｰｼｮﾝ補給機ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ 伊藤　徳政

飛行技術研究ユニット 藤井　謙司
宇宙教育推進室 桜庭　望 きぼう利用ｾﾝﾀｰ　　　　　　　 田崎　一行

推進技術研究ユニット 山根　敬
第２回国際宇宙探査ﾌｫｰﾗﾑ準備室 （兼務）五味　淳 宇宙飛行士・運用管制ユニット 上垣内　茂樹

構造・複合材技術研究ユニット 岩堀　豊
有人ｼｽﾃﾑ安全・ﾐｯｼｮﾝ保証室 白井　達也

数値解析技術研究ユニット 青山　剛史
ﾋｭｰｽﾄﾝ駐在員事務所　　　　　　　 久留　靖史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ﾓｽｸﾜ技術調整事務所　　　　　　　 村上　敬司 研究開発部門
部門長　 （兼務）今井　良一

宇宙探査イノベーションハブ 研究戦略部　　　　　　　　　 張替　正敏
ハブ長 （兼務）國中  均

研究推進部　　　　　　　　　 （兼務）張替　正敏

＿[角田宇宙センター] （兼務）吉田　誠

第一研究ユニット 山中　浩二

第二研究ユニット 杉田　寛之

第三研究ユニット 嶋　英志

第四研究ユニット 沖田　耕一

システム技術ユニット 稲場　典康

革新的衛星技術実証グループ 香河　英史

センサ研究グループ 木村　俊義

注）セキュリティ上の理由により、一部の情報については掲載しておりません。

（第一宇宙技術部門、周波数管理室、追
跡ﾈｯﾄﾜｰｸ技術ｾﾝﾀｰ、環境試験技術ﾕﾆｯ
ﾄ）

（宇宙科学研究所）

（航空技術部門）

（研究開発部門、筑波宇宙センター管理
部）

（担当部署）

（ﾐｯｼｮﾝ企画部、有人宇宙技術部門、第
二宇宙技術部門、ﾁｰﾌｴﾝｼﾞﾆｱ室、安全・
信頼性推進部）

（経営推進部、調査国際部、新事業促進
部、宇宙探査ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾊﾌﾞ、ｾｷｭﾘﾃｨ・情
報化推進部、第２回国際宇宙探査ﾌｫｰﾗ
ﾑ準備室）

（評価・監査部（内部監査部門を除く）、
ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ変革推進室、総務部、人事部、
財務部、調達部、広報部、施設部、宇宙
教育推進室）

国立研究開発法人 宇宙航空研究開発機構 （平成３０年３月３１日）
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（２）本社・支社等の住所

（平成29年度末現在） 

・本社

東京都調布市深大寺東町７－４４－１ 

電話番号 0422-40-3000 

・事業所

① 東京事務所

東京都千代田区神田駿河台４－６ 御茶ノ水ソラシティ 

電話番号 03-5289-3600 

② 筑波宇宙センター

茨城県つくば市千現２－１－１ 

電話番号 029-868-5000 

③ 調布航空宇宙センター

東京都調布市深大寺東町７－４４－１ 

電話番号 0422-40-3000 

④ 相模原キャンパス

神奈川県相模原市中央区由野台３－１－１ 

電話番号 042-751-3911 

⑤ 種子島宇宙センター

鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永字麻津 

電話番号 0997-26-2111 

⑥ 内之浦宇宙空間観測所

鹿児島県肝属郡肝付町南方１７９１－１３ 

電話番号 0994-31-6978 

⑦ 角田宇宙センター

宮城県角田市君萱字小金沢１ 

電話番号 0224-68-3111 

⑧ 能代ロケット実験場

秋田県能代市浅内字下西山１ 

電話番号 0185-52-7123 

⑨ 増田宇宙通信所

鹿児島県熊毛郡中種子町増田１８８７－１ 

電話番号 0997-27-1990 

⑩ 勝浦宇宙通信所

千葉県勝浦市芳賀花立山１－１４ 

電話番号 0470-77-1601 
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⑪ 沖縄宇宙通信所 

沖縄県国頭郡恩納村字安富祖金良原１７１２ 

電話番号 098-967-8211 

⑫ 臼田宇宙空間観測所 

長野県佐久市上小田切大曲１８３１－６ 

電話番号 0267-81-1230 

⑬ 地球観測センター 

埼玉県比企郡鳩山町大字大橋字沼ノ上１４０１ 

電話番号 049-298-1200 

 

・海外駐在員事務所 

① ワシントン駐在員事務所 

2120 L St., NW, Suite 205, Washington, DC 20037, U.S.A. 

電話番号 +1-202-333-6844 

② パリ駐在員事務所 

28 ｒue de Berri, 75008 Paris, France 

電話番号 +33-1-4622-4983 

③ バンコク駐在員事務所 

B.B.Bldg., Room 1502, 54 Asoke Road., Sukhumvit 21, Bangkok 10110, Thailand 

電話番号 +66-2260-7026 

④ ヒューストン駐在員事務所 

18050 Saturn Lane, Suite 310, Houston, TX 77058, USA 

電話番号 +1-281-333-5999 

⑤ モスクワ技術調整事務所 

12 Trubnaya Street,Moscow 107045, Russia 

電話番号 +7-495-787-27-61 

 

・分室 

① 小笠原追跡所 

東京都小笠原村父島字桑ノ木山 

電話番号 04998-2-2522 

② バンコク分室 

B.B.Bldg., Room 1502, 54 Asoke Road., Sukhumvit 21, Bangkok 10110, Thailand 

電話番号 +66-2260-7026 

③ 西日本衛星防災利用研究センター 

山口県宇部市あすとぴあ４－１－１ 地方独立行政法人山口県産業技術センター３階 

電話番号 050-3362-2900 
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④ 上斎原スペースガードセンター

岡山県苫田郡鏡野町上齋原１５３７－８ 

電話番号 0868-44-7358 

⑤ 美星スペースガードセンター

岡山県井原市美星町大倉１７１６－３ 

電話番号 0866-87-9071 

⑥ 調布航空宇宙センター飛行場分室

東京都三鷹市大沢６－１３－１ 

電話番号 0422-40-3000 

⑦ 名古屋空港飛行研究拠点

愛知県西春日井郡豊山町大字青山字乗房４５２０－４ 

電話番号 0568-39-3515 

⑧ あきる野分室

東京都あきる野市菅生１９１８－１ 

電話番号 042-532-7435 

（３）資本金の状況

（単位：百万円）
区分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

政府出資金 544,244 - - 544,244
民間出資金 6 - - 6

資本金合計 544,250 - - 544,250
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（４）役員の状況

（平成29年度末現在） 

役職 
（ふりがな） 

氏 名 
任期 担当 主要経歴 

理事長 
（おくむら なおき） 

奥村 直樹 

平成 25 年 4 月 1日 

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

昭和 48 年 3 月 東京大学大学院応用物理学博士課程修了  

昭和 48 年 4 月 新日本製鐵株式会社  

平成 11 年 6 月 同 取締役  

平成 15 年 4 月 同 常務取締役  

平成 17 年 4 月 同 代表取締役副社長  

平成 19 年 1 月  総合科学技術会議議員 

（平成 25 年 1月 5 日退任） 

副理事長 

(常勤) 

（えんどう まもる） 

遠藤 守 

平成 27 年 4 月 1日 

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

ミッション企画部、 

有人宇宙技術部門、 

第二宇宙技術部門、

チーフエンジニア

室、安全・信頼性推

進部担当

昭和 51 年 3 月 名古屋大学大学院工学研究科航空工学 

専攻修士課程修了  

昭和 51 年 4 月 宇宙開発事業団 

平成 17 年 4 月 (独)宇宙航空研究開発機構宇宙基幹ｼｽﾃ 

ﾑ本部 H-ⅡAﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ

平成 20 年 4 月 同 宇宙輸送ﾐｯｼｮﾝ本部宇宙輸送ﾌﾟﾛｸﾞﾗ 

ﾑ・ｼｽﾃﾑｽﾞｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ室長

平成 22 年 4 月 同 理事

理事 

(常勤) 

（やまもと しずお） 

山本 静夫 

平成 25 年 4 月１日 

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

経営推進部、調査国

際部、新事業促進

部、セキュリティ・

情報化推進部、宇宙

探査イノベーショ

ンハブ、第 2回国際

宇宙探査フォーラ

ム準備室担当

昭和 52 年 3 月 名古屋大学工学部航空学科卒業  

昭和 52 年 4 月 宇宙開発事業団  

平成 21 年 4 月 （独）宇宙航空研究開発機構人事部長  

平成 24 年 7 月 同 宇宙利用ﾐｯｼｮﾝ本部宇宙利用統括  

平成 25 年 1 月 同 執行役  

理事 

(常勤) 

（すずき かずひろ） 

鈴木 和弘 

平成 30 年 1 月 1日 

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

評価・監査部（内部

監査担当を除く）、

ワーク・ライフ変

革推進室、総務部、

人事部、財務部、調

達部、広報部、施設

部、宇宙教育推進室

担当

昭和 60 年 3 月 慶應義塾大学法学部法律学科卒業  

昭和 60 年 4 月 宇宙開発事業団  

平成 20 年 6 月 有人宇宙システム(株)総務企画部長 

平成 22 年 4 月 （独）宇宙航空研究開発機構宇宙科学研

究所科学推進部長 

平成 25 年 4 月 同 契約部長 

平成 27 年 4 月 同 人事部長 

理事 

(常勤) 

（ふの やすひろ） 

布野 泰広 

平成 29 年 4 月 1日 

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

第一宇宙技術部門、

周波数管理室、追跡

ネットワーク技術

センター、環境試験

技術ユニット担当

昭和 56 年 3 月 東京大学大学院工学系研究科航空学専門

課程修士課程修了  

昭和 56 年 4 月 宇宙開発事業団  

平成 21 年 4 月 (独)宇宙航空研究開発機構宇宙輸送ﾐｯｼｮ

ﾝ本部事業推進部長

平成 27 年 4 月 同 執行役  

平成 28 年 11 月 同 技術参与 

理事 

(常勤) 

（つねた さく） 

常田 佐久 

平成 25 年 4 月１日 

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

宇宙科学研究所担

当 

昭和 58 年 3 月 東京大学大学院理学系研究科天文学専門

課程博士課程修了  

昭和 61 年 1 月 東京大学東京天文台助手  

平成 8 年 8月  国立天文台太陽物理学研究系教授  

平成 16 年 4 月 自然科学研究機構国立天文台太陽天体プ

ラズマ研究部教授
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役職 
（ふりがな） 

氏 名 
任期 担当 主要経歴 

理事 

(常勤) 

（いとう ふみかず） 

 伊藤 文和 

平成 28 年 3 月１日  

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

航空技術部門担当 

昭和 50 年 3 月 東京工業大学大学院理工学研究科精密機 

械ｼｽﾃﾑ専攻修士課程修了 

昭和 50 年 4 月 (株)日立製作所生産技術研究所  

平成 19 年 1 月 Hitachi Global Storage 

        Technologies,Inc. Vice President 

平成 20 年 4 月 日立電線(株)執行役技術本部副本部長・ 

技術研究所長 兼生産技術推進本部長 

平成 24 年 4 月 (独)宇宙航空研究開発機構研究開発本部 

参与   

平成 27 年 4 月 同 航空技術部門次世代航空ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

ﾊﾌﾞ長 

理事 

(常勤) 

（いまい りょういち） 

 今井 良一 

平成 27 年 4 月 1日   

～ 

平成 30 年 3 月 31 日 

研究開発部門、筑波

宇宙センター管理

部担当 

昭和 56 年 3 月 京都大学大学院工学研究科電子工学専攻 

修士課程修了 

昭和 56 年 4 月 宇宙開発事業団  

平成 25 年 4 月 (独)宇宙航空研究開発機構第二衛星利用 

ﾐｯｼｮﾝ本部ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ   

平成 25 年 6 月 同 研究開発本部研究推進部長 

監事 

(常勤) 

（たかはし みつまさ） 

高橋 光政 

平成 25 年 10 月 1 日 

～ 

平成29年度財務諸表

承認日 

  

昭和 51 年 3 月 東京大学法学部第 3 類卒業  

昭和 51 年 4 月 宇宙開発事業団  

平成 18 年 7 月 （独）宇宙航空研究開発機構契約部長  

平成 23 年 4 月 同 執行役 

監事 

(非常勤) 

（おおや かずこ） 

大矢 和子 

平成 27 年 10 月 1 日 

～ 

平成29年度財務諸表

承認日 

  

昭和 48 年 3 月 慶応義塾大学文学部国文科卒業  

昭和 48 年 4 月 (株)資生堂  

平成 13 年 6 月 同 執行役員 ｿﾌﾄ＆ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ本部長  

平成 19 年 6 月 同 常勤監査役 

平成 23 年 6 月 同 顧問 

平成 25 年 7 月 朝日生命保険相互会社社外取締役 

 

（５）常勤職員の状況 

 常勤職員は平成 29 年度末現在において 2,250 人（前期末比 10 人増加、0.4％増）であり、平均

年齢は 43.9 歳（前期末 43.6 歳）となっている。このうち、国等からの出向者は 45 人、民間から

の出向者 300 人、平成 30 年 3 月 31 日退職者は 212 人である。 
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３．財務諸表の要約 

（１）要約した財務諸表

①貸借対照表 （単位：百万円）

金額 金額

流動資産 流動負債

現金及び預金 60,330 前受金 87,039

その他 229,528 その他 112,862

固定資産 固定負債

有形固定資産 311,643 資産見返負債 201,080

無形固定資産 4,378 長期リース債務 114

投資その他の資産 353 国際宇宙ステーション

未履行債務 61,124

その他 174

462,393

資本金

政府出資金 544,244

その他 6

資本剰余金 △ 362,648

繰越欠損金 37,763

143,838

606,231 606,231

純資産合計

資産の部 負債の部

負債合計

純資産の部

資産合計 負債純資産合計

②損益計算書 （単位：百万円）

金額

201,763

業務費
人件費 17,360
減価償却費 48,606
その他 92,287

受託費
人件費 1,679
減価償却費 422
その他 35,416

一般管理費
人件費 3,870
減価償却費 54
その他 2,006

財務費用 49
その他 13

188,589

運営費交付金収益 80,802
補助金等収益 17,007
施設費収益 75
受託収入 38,101
その他 52,604

49,883

△ 26

36,682

その他調整額（Ｄ）

当期総損益（Ｂ-A+Ｃ+Ｄ）

経常費用（Ａ）

経常収益（Ｂ）

臨時損益（Ｃ）
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③キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

金額

23,664

人件費支出 △ 23,589
運営費交付金収入 123,096
補助金等収入 49,468
受託収入 58,798
その他収入・支出 △ 184,109

△ 38,668

△ 1,359

△ 1

△ 16,363

76,693

60,330

Ⅴ資金増加額（又は減少額）（Ｅ＝Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

Ⅵ資金期首残高（Ｆ）

Ⅶ資金期末残高（Ｇ＝Ｆ＋Ｅ）

Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フロー（Ａ）

Ⅱ投資活動によるキャッシュ・フロー（Ｂ）

Ⅲ財務活動によるキャッシュ・フロー（Ｃ）

Ⅳ資金に係る換算差額（Ｄ）

 

 

④行政サービス実施コスト計算書 （単位：百万円）

金額

162,251
損益計算書上の費用 201,854
（控除）自己収入等 △ 39,603

21,486

Ⅲ損益外減損損失相当額 12

Ⅲ損益外利息費用相当額 1

34

7

△ 319

144

△ 26

183,589

（その他の行政サービス実施コスト）

Ⅷ（控除）法人税等及び国庫納付額

Ⅰ業務費用

Ⅱ損益外減価償却相当額

Ⅴ引当外賞与見積額

Ⅳ損益外除売却差額相当額

Ⅵ引当外退職給付増加見積額

Ⅶ機会費用

Ⅸ行政サービス実施コスト  
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（２）財務諸表の科目の説明

①貸借対照表

科目 説明 

現金及び預金 当座預金及び普通預金 

その他（流動資産） 未成受託業務支出金、貯蔵品等 

有形固定資産 人工衛星、土地、建物など長期にわたって使用または利用する有

形の固定資産 

無形固定資産 ソフトウェア、工業所有権仮勘定等

投資その他の資産 長期前払費用など有形固定資産及び無形固定資産以外の固定

資産 

前受金 受託契約に伴う給付の完了前に受領した額 

その他（流動負債） 未払金等 

資産見返負債 中期計画の想定の範囲内で、運営費交付金により償却資産及び

重要性が認められるたな卸資産を取得した場合、補助金等によ

り、補助金等の交付目的に従い償却資産を取得した場合等に計

上される負債 

長期リース債務 ファイナンス・リース契約に基づく負債で、１年を超えて支払期限

が到来し、かつ、１件当たりのリース料総額又は一つのリース契約

の異なる科目毎のリース料総額が３百万円以上のもの

国際宇宙ステーション未履行

債務 

国際宇宙ステーションの運用に必要な共通システム運用経費の分

担等のために、機構と米国航空宇宙局の双方が行う提供済みサ

ービスの差異額 

その他(固定負債) 資産除去債務 

政府出資金 政府からの出資金 

その他（資本金） 民間からの出資金 

資本剰余金 国から交付された施設整備費補助金などを財源として取得した資

産で財産的基礎を構成するもの 

繰越欠損金 機構業務に関連して発生した欠損金の累計額 

②損益計算書

科目 説明 

人件費（業務費） 機構業務に係る給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する 

経費 

減価償却費（業務費） 機構業務に係る固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって

費用として配分する経費 

その他（業務費） 機構業務に係る業務委託費、研究材料費及び消耗品費等 

人件費（受託費） 受託業務に係る給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する経

費 

減価償却費（受託費） 受託業務に係る固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって

費用として配分する経費 

その他（受託費） 受託業務に係る業務委託費、研究材料費及び消耗品費等 

人件費（一般管理費） 管理部門に係る給与、賞与、法定福利費等、職員等に要する 

経費 

減価償却費（一般管理費） 管理部門に係る固定資産の取得原価をその耐用年数にわたって

費用として配分する経費 

その他（一般管理費） 管理部門に係る業務委託費等 
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科目 説明 

財務費用 支払利息等 

運営費交付金収益 受け入れた運営費交付金のうち、当期の収益として認識したもの 

補助金等収益 国からの補助金等のうち、当期の収益として認識したもの 

施設費収益 施設整備費補助金を財源とする支出のうち、固定資産の取得原

価を構成しない支出について、費用処理される額に相当する額の

収益への振替額 

受託収入 国及び民間等からの受託業務のうち、当期の収益として認識した

もの 

その他（経常収益） 資産見返負債戻入、雑益等 

臨時損益 主に非経常的に発生した損益を集計したもの 

その他調整額 法人税、住民税及び事業税の要支払額 

 ③キャッシュ・フロー計算書 

科目 説明 

業務活動による 

キャッシュ・フロー 

通常の業務の実施に係る資金の状態を表し、サービスの提供等

による収入、サービスの購入等による支出、人件費支出等が該当 

投資活動による 

キャッシュ・フロー 

将来に向けた運営基盤の確立のために行われる投資活動に係る

資金の状態を表し、固定資産の取得・売却等による収入・支出が

該当 

財務活動による 

キャッシュ・フロー 

リース債務の返済による支出等が該当 

資金に係る換算差額 外貨建て取引を円換算した場合の差額 

 ④行政サービス実施コスト計算書 

科目 説明 

業務費用 行政サービス実施コストのうち、損益計算書に計上される費用 

その他の行政サービス 

実施コスト 

損益計算書に計上されないが、行政サービスの実施に費やされた

と認められるコスト 

損益外減価償却相当額 償却資産のうち、その減価に対応すべき収益の獲得が予定されな

いものとして特定された資産の減価償却費相当額 

損益外減損損失相当額 中期計画等で想定した業務を行ったにもかかわらず生じた減損損

失相当額 

損益外利息費用相当額 費用に対応すべき収益の獲得が予定されないものとして特定

された除去費用等のうち、時の経過による資産除去債務の調

整額 
損益外除売却差額相当額 資本取引により取得した固定資産の除却・売却により発生し

た除売却差額相当額及び独立行政法人会計基準第９９により

生じた国庫納付差額 
引当外賞与見積額 財源措置が運営費交付金により行われることが明らかな場合の賞

与引当金見積額 

引当外退職給付増加見積額 財源措置が運営費交付金により行われることが明らかな場合の退

職給付引当金増加見積額 

機会費用 国又は地方公共団体の財産を無償又は減額された使用料により

賃借した場合の本来負担すべき金額等 

(控除)法人税等及び国庫納

付額 

業務費用のうち、行政サービス実施コストから控除される金額 
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４．財務情報 

（１）財務諸表の概要

①経常費用、経常収益、当期総損益、資産、負債、キャッシュ・フローなどの主要な財務データの経年

比較・分析

（経常費用） 

平成29年度の経常費用は201,763百万円と、前年度比1,640百万円の減（1%減）となっている。これ

は、業務費が減少したことが主な要因である。 

（経常収益） 

平成29年度の経常収益は188,589百万円と、前年度比13,192百万円の減（7%減）となっている。こ 

れは、資産見返補助金等戻入が減少したことが主な要因である。 

（当期総損益） 

上記経常損益の状況から、平成29年度の当期総損益は36,682百万円と、前年度比38,331百万円

の増（-）となっている。 

（資産） 

平成29年度の資産は606,231百万円と、前年度比20,401百万円の増（3%増）となっている。これは、

前払金が増加したことが主な要因である。 

（負債） 

平成29年度の負債は462,393百万円と、前年度比1,051百万円の減（0%減）となっている。これは、

運営費交付金債務が減少したことが主な要因である。 

（業務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成29年度の業務活動によるキャッシュ・フローは23,664百万円と、前年度比17,931百万円の収入

減（43%減）となっている。これは、受託業務活動に伴うその他経費支出が前年度比15,481百万円の増

（38%増）となったことが主な要因である。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

平成29年度の投資活動によるキャッシュ・フローは△38,668百万円と、前年度比2,161百万円の支

出増（6%増）となっている。これは、施設費による収入が前年度比3,405百万円の減（33%減）となったこ

とが主な要因である。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

平成29年度の財務活動によるキャッシュ・フローは△1,359百万円と、前年度比348百万円の支出減

（20%減）となっている。これは、リース債務の返済による支出が前年度比348百万円の減（20%減）とな

ったことが要因である。 

 

表　主要な財務データの経年比較
（単位：百万円）

経常費用 207,192 229,291 257,231 203,403 201,763
経常収益 197,862 219,891 210,734 201,781 188,589
当期総損益 （注1） △ 11,786 △ 9,430 （注2） △ 46,504 （注3） △ 1,649 （注4） 36,682
資産 628,567 624,303 589,835 585,830 606,231
負債 389,801 413,991 445,382 463,444 462,393
利益剰余金（又は繰越欠損金） △ 16,862 △ 26,292 △ 72,796 △ 74,445 △ 37,763
業務活動によるキャッシュ・フロー 41,556 47,310 50,846 41,595 23,664
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 46,738 △ 35,857 △ 39,158 △ 36,507 △ 38,668
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 2,138 △ 819 △ 1,430 △ 1,707 △ 1,359
資金期末残高 52,422 63,054 73,311 76,693 60,330

２５年度
区分

２９年度
第３期中期目標期間

２８年度２７年度２６年度

 
（注1） 前年度比35,821百万円の著しい減少が生じている。これは、運営費交付金収益が減少したことが主な要因で

ある。 

（注2） 前年度比37,074百万円の著しい減少が生じている。これは、業務費が増加したことが主な要因である。 

（注3） 前年度比44,855百万円の著しい増加が生じている。これは、業務費が減少したことが主な要因である。 

（注4） 前年度比38,331百万円の著しい増加が生じている。これは、臨時損益が増加したことが主な要因である。 

 

②セグメント事業損益の経年比較・分析 

 

（Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送） 

事業損益は191百万円と、前年度比96百万円の著しい増加となっている。これは補助金等収益

が前年度比597百万円の増（10%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｂ．宇宙輸送システム） 

事業損益は△591百万円と、前年度比1,270百万円の著しい減少となっている。これは研究材料

費及び消耗品費が前年度比611百万円の増（46%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｃ．宇宙科学・探査） 

事業損益は328百万円と、前年度比504百万円の著しい増加となっている。これは研究材料費及

び消耗品費が前年度比322百万円の減（18%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｄ．有人宇宙活動） 

事業損益は△12,913百万円と、前年度比10,286百万円の著しい減少となっている。これは国際

宇宙ステーション分担等経費が前年度比2,526百万円の増（26%増）となったことが主な要因である。 
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（Ｅ．宇宙太陽光発電） 

事業損益は6百万円と、前年度比5百万円の著しい増加となっている。これは業務委託費が前年

度比43百万円の減（27%減）となったことが主な要因である。 

（Ｆ．航空科学技術） 

事業損益は△20百万円と、前年度比58百万円の増加となっている。これは研究材料費及び消耗

品費が前年度比868百万円の減（36%減）となったことが主な要因である。 

（Ｇ．横断的事項） 

事業損益は△580百万円と、前年度比562百万円の著しい減少となっている。これは人件費が前

年度比871百万円の増（16%増）となったことが主な要因である。 

（Ｈ．その他業務） 

事業損益は462百万円と、前年度比484百万円の著しい増加となっている。これは役務費が前年

度比3,905百万円の減（26%減）となったことが主な要因である。 

（法人共通） 

事業損益は△57百万円と、前年度比581百万円の著しい減少となっている。これは運営費交付

金収益が前年度比1,104百万円の減（16%減）となったことが主な要因である。 

表　事業損益の経年比較
（単位：百万円）

Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、
　　衛星通信・衛星放送

△ 1,824 △ 204 237 237 95 191

Ｂ．宇宙輸送システム △ 1,973 △ 111 △ 2,107 △ 2,023 679 △ 591
Ｃ．宇宙科学・探査 △ 949 △ 18 218 132 △ 176 328
Ｄ．有人宇宙活動 2,374 △ 4,374 △ 41,444 △ 41,457 △ 2,627 △ 12,913
Ｅ．宇宙太陽光発電 △0 △0 △0 △0 1 6
Ｆ．航空科学技術 △ 808 △ 3 △ 1,550 △ 1,561 △ 78 △ 20
Ｇ．横断的事項 △ 92 △ 344 △ 248 △ 393 △ 17 △ 580
Ｈ．その他業務 △ 5,819 △ 4,078 △ 1,331 △ 1,365 △ 22 462
法人共通 △ 239 △ 269 △ 272 △ 68 524 △ 57
合計 △ 9,330 △ 9,400 △ 46,497 △ 46,497 △ 1,622 △ 13,174

２８年度
第３期中期目標期間

２９年度２７年度（変更後）２５年度 ２７年度（変更前）
区分

２６年度

③セグメント総資産の経年比較・分析

（Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送） 

総資産は136,743百万円と、前年度比26,604百万円の増（24%増）となっている。これは人工衛星

が前年度比22,537百万円の増（154%増）となったことが主な要因である。 
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（Ｂ．宇宙輸送システム） 

総資産は113,912百万円と、前年度比4,628百万円の増（4%増）となっている。これは未成受託業

務支出金が前年度比3,277百万円の増（213%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｃ．宇宙科学・探査） 

総資産は65,051百万円と、前年度比7,938百万円の減（11%減）となっている。これは人工衛星が

前年度比15,796百万円の減（57%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｄ．有人宇宙活動） 

総資産は111,471百万円と、前年度比6,761百万円の減（6%減）となっている。これは人工衛星が

前年度比26,528百万円の減（70%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｅ．宇宙太陽光発電） 

総資産は251百万円と、前年度比14百万円の減（5%減）となっている。これは機械装置が前年度

比51百万円の減（98%減）となったことが主な要因である。 

 

（Ｆ．航空科学技術） 

総資産は15,054百万円と、前年度比749百万円の増（5%増）となっている。これは機械装置が前

年度比3,185百万円の増（166%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｇ．横断的事項） 

総資産は74,595百万円と、前年度比970百万円の増（1%増）となっている。これは貯蔵品が前年

度比906百万円の増（34%増）となったことが主な要因である。 

 

（Ｈ．その他業務） 

総資産は59,237百万円と、前年度比2,240百万円の増（4%増）となっている。これは未成受託業

務支出金が前年度比4,719百万円の増（11%増）となったことが主な要因である。 

 

（法人共通） 

総資産は29,916百万円と、前年度比76百万円の減（0%減）となっている。これは建物が前年度比

39百万円の減（4%減）となったことが主な要因である。 
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表　総資産の経年比較
（単位：百万円）

Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、
　　衛星通信・衛星放送

116,317 111,612 111,854 111,455 110,140 136,743

Ｂ．宇宙輸送システム 64,508 83,275 97,632 97,632 109,285 113,912
Ｃ．宇宙科学・探査 88,132 100,246 69,815 69,348 72,989 65,051
Ｄ．有人宇宙活動 168,309 158,663 148,467 148,467 118,233 111,471
Ｅ．宇宙太陽光発電 481 503 396 396 265 251
Ｆ．航空科学技術 3,432 4,656 14,622 14,514 14,305 15,054
Ｇ．横断的事項 59,394 59,179 54,791 58,216 73,625 74,595
Ｈ．その他業務 86,516 63,899 50,082 50,082 56,997 59,237
法人共通 41,478 42,270 42,176 39,726 29,992 29,916
合計 628,567 624,303 589,835 589,835 585,830 606,231

２５年度
区分

２６年度 ２８年度 ２９年度
第３期中期目標期間

２７年度（変更後）２７年度（変更前）

 

④目的積立金の申請状況、取崩内容等

該当無し

⑤行政サービス実施コスト計算書の経年比較・分析

平成29年度の行政サービス実施コストは183,589百万円と、前年度比4,787百万円の減（3%減）とな

っている。これは、業務費用が前年度比16,227百万円の減（9%減）となったことが主な要因である。

表　行政サービス実施コストの経年比較
（単位：百万円）

業務費用 187,165 170,276 218,428 178,478 162,251
　うち損益計算書上の費用 209,702 229,408 257,370 215,835 201,854
　うち（控除）自己収入等 △ 22,537 △ 59,131 △ 38,942 △ 37,357 △ 39,603

損益外減価償却相当額 25,466 25,817 24,416 22,840 21,486
損益外減損損失相当額 0 185 49 - 12
損益外利息費用相当額 1 1 1 1 1
損益外除売却差額相当額 573 15 △ 65 127 34
引当外賞与見積額 4 8 197 48 7
引当外退職給付増加見積額 969 △ 1,539 7,395 △ 13,337 △ 319
機会費用 2,009 1,297 132 247 144
　（控除）法人税等及び国庫納付額 △ 2,457 △ 25 △ 27 △ 27 △ 26

行政サービス実施コスト 213,730 196,035 250,527 188,376 183,589

２９年度
第３期中期目標期間

２８年度２７年度２６年度
区分

２５年度
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（２）重要な施設等の整備等の状況 

 

①当事業年度中に完成した主要施設等 

・２ｍ×２ｍ遷音速風洞主送風機駆動設備（1,623 百万円） 

・地上エンジン運転試験設備（1,185 百万円） 

・アニュラ型高圧燃焼器試験装置 環状燃焼試験部（904 百万円） 

・遷音速風洞冷却器防音設備（474 百万円） 

・遷音速風洞測定胴制御装置（405 百万円） 

・射座点検塔設備（288 百万円） 

・宇宙探査実験棟（285 百万円） 

・電気設備（電力棟）（169 百万円） 

・竹崎発射管制棟（142 百万円） 

・Ｃ帯レーダ用送受信設備（140 百万円） 

 

②当事業年度において継続中の主要施設等の新設・拡充 

・深宇宙探査用地上局の整備（その４） 

・宇宙状況把握（ＳＳＡ）システムの整備（その２） 

・ラムジェットエンジン試験設備の更新 

・高空性能試験設備の改修 

・次期衛星レーザー測距（ＳＬＲ）設備の開発整備 

・電波試験設備（第１）アンテナ特性計測解析装置の改修・更新 

 

③当事業年度中に処分した主要施設等 

 

 該当なし 

 

 

（注）上記の主要施設等には、取得価額または当該施設等の機能付加に要した金額１億円以上の施

設等を記載しており、機能的維持を目的としたものは除いている。 
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（３）予算及び決算の概要

（単位：百万円）

予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 予算 決算 差額理由
収入

　運営費交付金 109,769 109,769 113,968 113,968 124,554 124,554 118,505 118,505 123,096 123,096
　施設整備費補助金 12,336 8,936 6,202 9,833 7,309 6,724 4,861 10,164 10,937 6,759 翌年度への繰越による減
　国際宇宙ステーション開発費補助金 33,863 33,863 39,985 27,372 30,236 42,850 40,089 38,400 33,266 29,362 翌年度への繰越による減
　地球観測システム研究開発費補助金 24,431 26,524 17,806 15,178 12,667 15,697 12,352 12,878 8,545 13,553 前年度からの繰越による増
　基幹ロケット高度化推進費補助金 6,496 0 6,030 6,357 5,138 6,198 6,259 6,483 6,894 6,519
　設備整備費補助金 2,632 0 394 2,606 1,099 420 0 1,099 - -
　受託収入 36,774 32,359 35,805 46,259 31,549 36,948 46,500 50,438 48,125 55,394 国等からの受託の増（注１）
　その他の収入 1,000 941 1,000 893 1,000 976 1,000 773 1,000 1,696 雑収入の増

計 227,301 212,393 221,191 222,466 213,552 234,366 229,566 238,740 231,865 236,379
支出

　一般管理費 6,336 6,632 6,581 6,834 7,087 7,131 6,938 6,678 5,937 5,958
　事業費 104,433 101,532 108,387 96,952 118,467 110,094 112,567 121,193 118,159 132,226 前年度からの繰越による増
　施設整備費補助金経費 12,336 8,616 6,202 9,744 7,309 6,611 4,861 10,112 10,937 6,629 翌年度への繰越による減
　国際宇宙ステーション開発費補助金経費 33,863 33,854 39,985 27,350 30,236 42,834 40,089 38,342 33,266 29,324 翌年度への繰越による減
　地球観測システム研究開発費補助金経費 24,431 26,242 17,806 14,918 12,667 15,553 12,352 12,809 8,545 13,344 前年度からの繰越による増
　基幹ロケット高度化推進費補助金経費 6,496 0 6,030 6,348 5,138 5,960 6,259 6,472 6,894 6,490
　設備整備費補助金経費 2,632 0 394 2,557 1,099 392 0 1,088 - -
　受託経費 36,774 34,242 35,805 43,154 31,549 36,016 46,500 50,229 48,125 57,756 国等からの受託の増（注２）

計 227,301 211,117 221,191 207,857 213,552 224,590 229,566 246,924 231,865 251,726

区分 ２５年度 ２６年度 ２７年度
第３期中期目標期間

２８年度 ２９年度

（注１、２）「受託収入」及び「受託経費」には、情報収集衛星の受託に係る収入及び支出を含めて計上している。 

（４）経費削減及び効率化に関する目標及びその達成状況

①経費削減及び効率化目標

当法人においては、第 3 期中期目標の中で、「業務の見直し、効率的な運営体制の確保等により、

一般管理費について、法人運営を行う上で各種法令等の定めにより発生する義務的経費等の特殊

要因経費を除き、平成 24 年度に比べ中期目標期間中に 15％以上の効率化を図る。」とされている。

この目標を達成するため、管理業務の効率化による一般管理費における物件費（特殊要因経費を

除く）の削減を図っていくところである。 

②経費削減及び効率化目標の達成度合いを測る財務諸表等の科目（費用等）の経年比較

一般管理費の経年比較 

（単位：百万円）

金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率 金額 比率

一般管理費の物件費
（特殊要因経費を除く）

2,206 100% 2,223 101% 1,989 90% 2,067 94% 1,954 89% 1,870 85%

24年度
（基準年度）区分 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

当中期目標期間
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５．事業の説明 

（１）財源の内訳 

  ①内訳（補助金、運営費交付金等） 

機構の経常収益は、188,589 百万円で、その内訳は、運営費交付金収益 80,802 百万円（収益の

43%）、受託収入 38,101 百万円（収益の 20%）、補助金等収益 17,007 百万円（収益の 9%）、施設費

収益 75 百万円（収益の 0%）、資産見返負債戻入 51,642 百万円（収益の 27%）、その他 962 百万円

（収益の 1%）となっている。 

事業別の収益構造については（２）の記載のとおりである。 

 

  ②自己収入の明細（自己収入の概要、収入先等） 

 自己収入の主なものとしては、政府関係受託収入、民間等受託収入、雑益、財産賃貸等収入であ

る。 

（単位：百万円）
主な自己収入項目 金額

政府関係受託収入 34,344
民間等受託収入 3,757
雑益 548
財産賃貸等収入 399  

 

（２）財務情報及び業務の実績に基づく説明 

機構では、事業単位セグメントで管理しているため、以下セグメント別の財務データに沿って財務デ

ータ及び業務実績等報告書と関連付けた事業説明を行う。 

 

Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送 

準天頂衛星初号機「みちびき」を内閣府に移管する。また、世界的な衛星測位技術の進展に対応し、利

用拡大、利便性の向上、測位衛星関連技術の研究開発に取り組む。 

衛星リモートセンシングの利活用に係る政府の検討を支援するとともに、その検討結果を踏まえ、リモート

センシング衛星の開発等を行う。また、海洋状況把握（MDA）への宇宙技術の活用について政府が行う検

討を支援する。さらに、衛星データの利用拡大について、官民連携への取組みと衛星運用とを統合的に行

うことで効率化を図るとともに、衛星データ利用技術の研究開発や実証を行う。 

大容量データ伝送かつ即時性の確保に資する光衛星通信技術の研究開発を行う。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

2,176 2,028 1,187 - 9,826 6,928 1,516 23,662 - 2 - 7,140 100 6,404 - 9,982 229 23,855 191

Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送

事業損益

事業費用 事業収益
一般

管理費
財務
費用

雑損
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Ｂ．宇宙輸送システム 

我が国の自立的な打ち上げ能力の拡大及び打ち上げサービスの国際競争力の強化のため、ロケットの

機体と地上システムを一体とした総合システムとして H3 ロケットの開発を着実に推進する。 

H-ⅡA ロケット及び H-ⅡB ロケットについて、一層の信頼性の向上を図るとともに、技術基盤の維持・向

上を行い、世界最高水準の打ち上げ成功率を維持する。 

固体燃料ロケットシステムについて、打ち上げ需要に柔軟かつ効率的に対応でき、低コストかつ革新的

な運用性を有するイプシロンロケットの研究開発及び打ち上げを行うとともに、今後の打ち上げ需要に対応

するための高度化開発を行う。 

また、LNG（Liquefied Natural Gas）推進系関連技術、再使用型宇宙輸送システム等の将来輸送技術に

ついて、引き続き研究開発を行う。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

1,663 12,998 1,932 - 3,472 8,923 5,060 34,048 - 1 0 23,740 2,081 3,329 40 4,217 52 33,459 △ 591

一般
管理費

財務
費用

雑損

Ｂ．宇宙輸送システム

事業費用 事業収益

事業損益

 

 

Ｃ．宇宙科学・探査 

人類の知的資産及び我が国の宇宙開発利用に新しい芽をもたらす可能性を秘めた革新的・萌芽的な

技術の形成を目的とし、宇宙物理学、太陽系科学、宇宙飛翔工学、宇宙機応用工学及び学際科学にお

いて、長期的な展望に基づき、また、一定規模の資金を確保しつつ、我が国の特長を活かした独創的かつ

先端的な宇宙科学研究を推進し、世界的な研究成果をあげる。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

2,942 861 1,504 - 17,107 3,324 1,961 27,700 - 1 0 9,329 766 5 15 17,744 171 28,029 328

雑損

Ｃ．宇宙科学・探査

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

 

 

Ｄ．有人宇宙活動 

国際宇宙基地協力協定の下、我が国の国際的な協調関係を維持・強化するとともに、人類の知的資産

の形成、人類の活動領域の拡大及び社会・経済の発展に寄与することを目的とし、国際宇宙ステーション

（ISS）計画に参画する。 

ISS における宇宙環境利用については、これまでの研究成果の経済的・技術的な評価を十分に行うとと

もに、将来の宇宙環境利用の可能性を評価し、ISS における効率的な研究と研究内容の充実を図る。また、

ISS からの超小型衛星の放出による技術実証や国際協力を推進する。 
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（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

2,328 952 1,767 12,281 12,923 6,377 802 37,431 - 0 - 4,078 20 6,829 - 13,543 48 24,519 △ 12,913

一般
管理費

財務
費用

雑損

Ｄ．有人宇宙活動

事業費用 事業収益

事業損益

Ｅ．宇宙太陽光発電 

我が国のエネルギー需給見通しや将来の新エネルギー開発の必要性に鑑み、無線による送受電技術

等を中心に研究を着実に進める。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

80 115 85 - 66 54 20 421 - - - 293 - - - 134 - 427 6

事業費用 事業収益

事業損益
一般

管理費
財務
費用

雑損

Ｅ．宇宙太陽光発電

Ｆ．航空科学技術 

エンジンの高効率化、現行及び次世代の航空機の低騒音化並びに乱気流の検知能力向上等について、

実証試験等を通じて環境と安全に関連する研究開発に取り組む。 

防災対応について、関係機関と積極的に連携した上で、無人機技術等必要となる研究開発を推進す

る。 

産業界等の外部機関における成果の利用の促進を図り、さらに、関係機関との連携の下、公正中立な

立場から航空分野の技術の標準化、基準の高度化等に貢献する取組を積極的に行う。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

2,142 155 1,572 - 1,634 1,652 1,699 8,855 - 0 2 6,118 534 7 10 2,091 77 8,837 △ 20

一般
管理費

財務
費用

雑損

Ｆ．航空科学技術

事業費用 事業収益

事業損益

Ｇ．横断的事項 

個別プロジェクトを支える産業基盤・科学技術基盤の強化策、利用拡大のための総合的な取組、調査分

析・戦略立案機能の強化、基盤的な施設・設備の整備、国内の人的基盤の総合的強化・国民的な理解の

増進、宇宙空間における法の支配の実現・強化、国際宇宙協力の強化、相手国ニーズに応えるインフラ海

外展開の推進、情報開示・広報、事業評価の実施、その他の取組に関する業務を行う。 
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（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

6,431 2,550 2,616 - 3,857 9,184 5,223 29,860 - 45 10 24,305 345 434 10 3,860 383 29,336 △ 580

一般
管理費

財務
費用

雑損

Ｇ．横断的事項

事業費用 事業収益

事業損益

Ｈ．その他業務 

受託事業等、上記以外の業務を行う。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

1,277 1,561 18,879 - 142 11,213 722 33,793 - - - - 34,255 - - 0 - 34,255 462

Ｈ．その他業務

事業費用 事業収益

事業損益雑損
一般

管理費
財務
費用

法人共通 

配賦が不能なもので、主なものは管理部門経費等である。 

（単位：百万円）

人件費
業務

委託費
研究材料費及
び消耗品費

国際宇宙ｽﾃｰ
ｼｮﾝ分担等経費

減価
償却費

役務費 その他 計
運営費交
付金収益

受託
収入

補助金
等収益

施設費
収益

資産見返
負債戻入

その他 計

- - - - - - - - 5,930 - - 5,798 - - - 72 3 5,873 △ 57

一般
管理費

財務
費用

雑損

法人共通

事業費用 事業収益

事業損益
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６．平成２９年度業務実績 

※「平成 29 年度 業務実績等報告書」に基づく。
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H21.1.23 H-IIA_F15 202 4S GOSAT LP1 335

H21.9.11 H-IIB_TF1 - HTV LP2 231

H21.11.28 H-IIA_F16 202 4S IGS 3K LP1 78

H22.5.21 H-IIA_F17 202 4S PLANET-C LP1 174

H22.9.11 H-IIA_F18 202 4S LP1 113

H23.1.22 H-IIB_F2 - HTV2 LP2

H23.9.23 H-IIA_F19 202 4S IGS 4K LP1 -

H23.12.12 H-IIA_F20 202 4S IGS R3 LP1 80

H24.5.18 H-IIA_F21 202 4/4D KOMPSAT-
3/GCOM-W LP1 -

H24.7.21 H-IIB_F3 - HTV3 LP2 64

H25.1.27 H-IIA_F22 202 4/4D IGS R4/5K LP1 190

2

3

JAXA

FY25 3 3 0
FY26 5 2 3
FY27 3 2 1
FY28 5 2 3
FY29 6 1 5

22 10 12

JAXA

FY20 1 1 0

FY21 2 1 1
FY22 3 3 0
FY23 2 0 2
FY24 3 1 2

11 6 5

2 3
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•
•
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3
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H-IIA/B H3
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H3 H3
(SRB-3) 1

H3 1 2 /3 PBS
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H3 H-IIA/B H3
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JAXA

( )
JAXA

JAXA

ISS
SSA

SSA 

JAXA 

(SSA)

1. SSA
2. SSA

3. 

4. 

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

27,136,572 32,379,812 32,862,884

211,177,437 207,856,661 26,673,051 34,408,311 35,507,628

50 50 5 10 10

27

26 JAXA
27

26

27
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29

SSA

MDR SRR
SDR PDR CDR

FY32 ( ) 

JAXA

F7

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)

29

1 29(2017)

(SSA)
JAXA SSA

A

5 20
3 ( 6 1

8 2 )

SSA SSA
JAXA SSA SSA

SSA SSA

JAXA
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28 3

SSA 30 (SSA)
JAXA

SSA
SSA

29
3

SSA JAXA
30

JAXA

JAXA SSA

SSA JAXA SSA

SSA

SSA
(JSpOC) SSA

SSA
SSA

SSA

29

SSA
SSA JAXA

SSA
JAXA

(SSA)

30 SSA SSA
SSA SSA

JAXA JAXA

SSA (Global Sentinel 2017)

(SSA)

2

2 (ALOS-2) JAXA

5 20 3
( 1 1 )
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SSA

• SSA SSA

• SSA JAXA SSA SSA
• JAXA JAXA

• SSA SSA
JAXA SSA SSA

SSA SSA

•

•

• JAXA

1.

2.
3.

4.

( 23(2011) 9 30 )

27(2015) 1 7 3 35(2023)

29(2017) 6 15 (GPAS)

29 2 3 4 4

30(2018) 3 (TAIMS)
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25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

29,232,681 29,219,852 31,022,778

211,177,437 207,856,661 32,175,666 41,483,437 50,734,337

470 480 220 230 230

27

26 JAXA
27

26

27
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H22.09

H22.12

H25.05

QZS-1

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)
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H29.02

28 3

( GNSS (MGA)
GNSS )

( ) GNSS (MADOCA)

(MADOCA )
MADOCA

29

B-4

29

JAXA GNSS (MADOCA)
GPS/GLONASS/QZS-1

Galileo/BeiDou/QZS2-4

Galileo
BeiDou

QZS2-4
1 31
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MADOCA

(REGARD) MADOCA 30

28(2016)

GNSS( ) (MADOCA)
GPS 2.51 (RMS) 7 (RMS)

MADOCA (MADOCA )
MADOCA

GNSS Global Navigation Satellite System 
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29(2017) 11 (GPAS) GPAS
MADOCA (2 4 ) L6E

MADOCA GPAS

( )

(IMES)
IMES IMES 30(2018) 3 ( ) (TAIMS)

JAXA

9 GNSS (MGA) (20 186 )
QZSS MGA 29 MGA JAXA

ASEAN 

DRTS ALOS-2
SLATS

ALOS-2 L

27 1

28 2
21

29 1

ASEAN 

[ ]

1. DRTS ALOS-
2 SLATS

ALOS-2

2.

3.

4.

5.

6.
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GEOSS 10 

TRMM/PR
GOSAT

GCOM-W
ALOS-2

GPM/DPR
EarthCARE/CPR

GCOM-C
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ALOS-2 L 

GPM/DPR GCOM-C

EarthCARE/CPR
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GEOSS 10 
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[ ]
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(a) TRMM/PR
(b) GOSAT
(c) GCOM-W
(d) ALOS-2
(e) GPM/DPR
(f) 

EarthCARE/CPR
(g) GCOM-C
(h) GOSAT-2

8. ALOS-2
9. GPM/DPR

GCOM-C
10.

EarthCARE/CPR

11. GOSAT-2

12.

13.

14.

GEO CEOS

MDA 

[ ]

15.

16.
MDA

17.

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

29,232,681 29,219,852 31,022,778

211,177,437 207,856,661 32,175,666 41,483,437 50,734,337

470 480 220 230 230

27

26 JAXA
27

26

27
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2 2 (ALOS-2)
( 29(2017) 4 11 )

2017 (29 6 2 )

ii) (SIP )

2) 
( )

2017

29

ALOS

H21.01
H23.05

H24.05 H24.11

SPAISE
(SDS-4 AIS )

H26.11

H26.05

SPAISE2
(ALOS-2 AIS )

CIRC
(ALOS-2

) H26.05

DRTS
H14.09 

H21.10

H27.06

H26.05

ALOS-2
2

H26.08

H27.08

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)

H29.08

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)

CIRC
(CALET

) H27.08 H28.11
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29

H29.12

SLATS

FY32(ALOS-3)

FY32
(ALOS-4)

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)

29

GOSAT

GCOM-W

H24.05 H25.05

GPM/DPR

H26.02 H26.09

H29.12

GCOM-C

GOSAT-2

FY30
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EarthCARE
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H26.02H21.01

23
(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)

31
(2019)
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(2011)

24
(2012)

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

30
(2018)
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(2019)

H29.05

H29.04
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29

2 2 (ALOS-2)
ALOS-2

ALOS-2

(GOSAT)

IPCC( )
(ESA DLR CNES) GOSAT

2 2 (GOSAT-2)

A

ALOS-2 ( 29(2017) 4 11
)

( ) 29(2017) 10 5 2 1-2 10 11
30 3 6 ALOS-2

(ASI) COSMO-SkyMed

29 5

JAXA
JAXA

WEB

29

A ( )

3 28 91 15 106
29 30 715 ( ALOS-2 131 ) 29 5

24 63 300

(DMC) (IWMI) (5 26 ) JAXA
(DAN) DMC

(WFP) DMC ( 70,000 ) (UN,WB,JICA )
(6 1 ) WFP 22.5 (75,000 3 ) (6 3 )

JAXA ALOS-2
(JAXA ) 5 31 ( ) (6 1 )

(6 6 )

(GHG) 5
GHG GHG

( ) JAXA (NIES) GHG
(IPCC) ( )

JAXA NIES GOSAT GHG

GHG JAXA NIES ESA DLR CNES GOSAT GOSAT-2
GHG ( ) 29 12 GHG

GOSAT GOSAT-2
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28 3

GCOM-
W

GCOM-W

3
29 5 GCOM-

W

3D

JAXA

29

DRTS
ALOS-2 AIS SDS-4 AIS
ALOS-2 CIRC ISS CIRC

(DRTS) 15 ( 7 )
(JDRS) 29(2017) 8 5

(AIS) 2 2 (ALOS-2) 4 (SDS-4) AIS
SAR

3 11 ( 7 ALOS-2/SAR )

AIS LNG

(GCOM-W) AIS
AIS 1 1

(CIRC) ALOS-2 (CALET) CIRC CIRC

CIRC (GCOM-C)

2017 CIRC

CALET CIRC 0 3
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ALOS-2
SLATS

ALOS-2 ( 500 ) 95 99

28(2016)
29(2017) 2 (

)

(ALOS-3)
(EM)

(C ) (D )

(ALOS-4)
(EM)

ALOS-4 AIS (SPAISE3)
SAR

(C ) (A )

(SLATS)
29 12 23 H-IIA 37

( ) 30(2018) 2 27

Type2
28(2016) 640 512 15 m

1011 TEG

( )
0.7m ( /4.9( /4))

- 59 -



ALOS
ALOS-2 ALOS-2 ALOS-2 ALOS

ALOS-2(SAR)
/ ( )

SAR mm SAR
GNSS (REGMOS)

ALOS-2 ( )
/ SAR

(NCC) ( ) SAR
28(2016) 1 29(2017) 9 26

FY29 ( )FY29 ( )

( ) 30(2018) 3 6 14 27 3 6 ALOS-2
(ASI) COSMO-SkyMed
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( 29(2017) 5 )
( )

29 7

ALOS-2

29 7 7 12 52

ALOS-2

29 7 7
12 50

NICT Web

ALOS-2

Photo

2 2 (ALOS-2)
( 29(2017)

4 11 )

(29 5 ) (JAXA )
29

(JAXA )

JAXA
(29 5 ) (29 10 )

(29
10 ) WEB

( )

9 (28(2017) 3 22 )

ALOS-2 (ALOS-3) (ALOS-4)
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SAR
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(

)

(
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( )
JAXA

JAXA

( )
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) JAXA
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(

)
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)
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WG WG (
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JAXA ( )

(29 7 ) 29 10

29 7 26 JAXA

JAXA WEB

( )

29(2017) (29 4 )

ALOS-2 ALOS STEP3

30 19
29(2017) 715 ( ALOS-2 131 )

4 ( ) 
5 ( ) 
6 ( ), ( ), ( )
7 ( ), ( ), ( ), ( )
8 ( ), ( ), ( )
9 ( )

10 ( ), ( ), ( ), ( ), ( )
11 ( ), ( ), ( ), ( ), ( )
12 ( ), ( )
1 ( ), ( )
2 ( ), ( ), ( )

(Standard Operation Procedure :SOP) ( )
(RRD: Relief and Resettlement Department)

UAE MBRSC

GISTDA

29 5 24 63
300

(
)
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29(2017) 5 24
63 300 5 26

(DMC) (IWMI)

( ) DMC

( 70,000
) (WFP)

(UN,WB,JICA )
WFP 22.5 (75,000 3 )

IWMI (5 28 )

(WFP ,29 6 1 )

5 31
( JAXA) 6 1

( ) 6 6
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AIT
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GOSAT (A)

(B) (C)
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5 9 (
)

1B GOSAT (TIR)

NIES
GOSAT ( )
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2014/09 2016/05 XCO2 Level2 matchup 
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(ACOS-GOSAT B7.3  vsOCO-2 B7) 
< 0.18 ppm over Ocean
< 0.57 ppm over Land (high gain) 
< 0.19 ppm over Land (desert)

 
2COX  = GOSAT/ACOS 

2COX   OCO-2 
2COX  

26(2014) OCO-2( ) 28(2016) TanSat( )
29(2017) Sentinel-5P(ESA) JAXA
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GCOM-W 29(2017) 5 5

99%( 95% )
6 ( 3 ) 3 ( 1.5 )

30(2018) 2 28(2016)
30 1

29
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IEEE STARS GCOM-W/AMSR2 29 9 15
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GPM/DPR 26(2014) 2 3 2

DPR
3

DPR 1 dB 0.5 dB TRMM/PR PR DPR 20

NASA GPM/DPR
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DPR 3 (SLH) 29(2017) 7 SLH
( ) (Sherwood et al. 2014)

1
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1 Scimago Journal Rank, Atmospheric Science 106 8
CWTS Journal Indicators, Atmospheric Science 89 15
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2 Scimago Journal Rank, Atmospheric Science 106 20

CWTS Journal Indicators, Atmospheric Science 89 16
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SAFE

2
•
•
•
•
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SAFE SAFE Evolution
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•
•
• 2 SAFE
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•
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H29.01

FY31 ( )

23
(2011)
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3 (BPR)
0 4 8 12 16

kl
bm

/h

3.0
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D-NET IP(Interactive Projector) 1 JAXA 4

22 PC
D-NET WEB 2

D-NET WEB

D-NET WEB 22 D-NET IP
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I-ISEF ( )

560 ( 25 241) 5 45 ( 7)
1 5

26 (13 ) 13 (5 )

28 3

JAXA
JAXA

JAXA

JAXA 29
( 5

)

JAXA
JAXA

NPO

29
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(29 9 22 JAXA )

2 WE
(29 11 10

)

AI

(ENRI) AI
(AI )

COPUOS

COPUOS

1. 

2. 
COPUOS

3. COPUOS 
4. 

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

27,136,572 32,379,812 32,862,884

211,177,437 207,856,661 26,673,051 34,408,311 35,507,628

27

26 JAXA
27

- 163 -



29

E-46
E-47
E-48

E-49

28 3

HTV 29 11 10

FTA

29

- 164 -



(a) COPUOS

(b) 

COPUOS

•
•

•

•

•

•

•

•

•

1.

1. ISO

2.

1.
29

2. COPUOS
APRSAF ISS

3.

- 165 -



KITE

KITE
FEC

EDT
HTV

FEC
KITE

3 2/3
15mA 500V
12mA 400V

500V 400V

15mA 12mA

, V

,m
A

KITE
80 x 40 mm 88 x 88 mm

ISS 

APRSAF

APRSAF 

IFAR

1. ISS

2. APRSAF
APRSAF

3. 

IFAR
4. 

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

27,136,572 32,379,812 32,862,884

211,177,437 207,856,661 26,673,051 34,408,311 35,507,628

27

26 JAXA
27

- 166 -



29

APRSAF
APRSAF

ISRO

ISEF2 1
ISEF1 ISEF2
ESA CNES DLR GHG

JAXA
JAXA KiboCube

JAXA

A

APRSAF
APRSAF APRSAF24 11

12
30 6

ISRO
Joint Working Group 7

9

12 30 Pre-Phase 
A Phase-A

29

A ( )

ISEF2 JAXA 39
1 ISEF1 ISEF

ISEF2
JAXA Kibo-CUBE APRSAF Asian Try

Zero-G2018

JAXA CNES DLR ESA GHG
One Planet Summit 12 JAXA

GHG

IFAR* 26
JAXA IFAR IFAR

IFAR
IFAR 10

IFAR

JAXA KiboCube

ISEF2

NASA DLR
NASA ARMD 2017 5 DLR 12

- 167 -



28 3

ISRO

APRSAF24

29

24 APRSAF-24

• 2017 11 14 17 JAXA
ISRO

• Space Technology for Enhanced Governance and
Development

31 540

(a) ISS

(b) APRSAF
JEM

• (SDGs) 6
3

• 3
SDGs

SDGs

- 168 -



• APRSAF

• APRSAF

ISRO
• 8 JAXA ISRO MOU Joint Working Group JWG

IA

GPM
ISRO

• 9

• 12 Pre-PhaseA Phase-A IA Pre-Phase-A
2018 3

• APRSAF-24
2017 12 JAXA

• 60 JAXA
11 (

APRSAF
ISRO

ISEF-2 GHG

KiboCube

IFAR*
JAXA 27(2015) 10 IFAR 29 (2017) 10 2
NASA NLR IFAR

IFAR

IFAR 28 29
IFAR

(c) NASA DLR ONERA
(IFAR)

* IFAR (International Forum for Aviation
Research): 26

IFAR

2 IFAR JAXA

NASA DLR ONERA
NASA DLR NASA/DLR

DLR-ONERA-JAXA 3 JAXA

NASA DLR (ONERA)
NASA ATM 3

DLR ONERA
3 2

29 3 DLR-
ONERA-JAXA3

NASA DLR

NASA/DLR NASA ARMD
29 1 5 DLR 12 8

30
JAXA DLR

- 169 -



1. 

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

27,136,572 32,379,812 32,862,884

211,177,437 207,856,661 26,673,051 34,408,311 35,507,628

27

26 JAXA
27

29

E-60

E-60

- 170 -



28 3

JAXA /
JAXA /

JAXA

UAE H-IIA

JAXA

JAXA

29

11

ExHAM

JAXA

2
29(2017) 11A. 

( 29(2017) 4 )
3U

UAE
UAE

- 171 -



Web 
Web E 

Web 
ISS 

50 400 

350 

Web 

1. Web 

ISS

2.

3. Web 

50

400 

350 

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

15 10 10 10

670 614 662 637 444

391 435 465 478 416

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

27,136,572 32,379,812 32,862,884

211,177,437 207,856,661 26,673,051 34,408,311 35,507,628

50 20 20 20

( )

27

26 JAXA
27

26

27

- 172 -



29

JAXA JAXA

SNS JAXA

JAXA 28 2016 29 2017
JAXA

JAXA

A

29 ISS 3

245
Youtube 1300 29 213 531 1948

JAXA 28 30 15 30
JAXA

NHK 8
(JAL) 1 3 1 JAL

NPO
SNS

JAXA
JAXA

NTT JAXA NTT JAXA JAXA
JAXA

JAXA’s JAXA

29 30
ESA DLR CNES

88% 89% 29 91% 89%
92%

28 3

PDCA
28

30 15 30
29

JAXA
29

JAXA JAXA JAXA

29 Nature

SNS

VR

27 X JAXA

- 173 -



28 3

JAXA

International Aeronautical Congress IAC
JAXA

30

29

29
29 213

531 30 2
444 4 5

416 6
8

9 10

245 JAXA

JAXA

JAXA
88 7

91%
7

a

3

d

6 350

1

2

4
50

5 400

7

b

C

8

c

9

10

29 2017

A B

92%
7

- 174 -



Web

29 2017
JAXA

29 ISS

JAXA
28

JAXA

151 192 176 238 264 171

39 21 32 39 33 20

216 234 238 313 331 245

CM

JCC CM

NHK NHK 21 50

ISS

NTT

88% 89%

92

29

Twitter

(a)Web
Web

ISS

JAXA
JAXA

YouTube Facebook 29
64

ISS ISS

GCOM-C SLATS

SNS
YouTube JAXA Channel 29 2017 213 1300

29 531 28 1.6 1948
Twitter 29 1606 8570 31

6 Instagram 3

JAXA JAXA

JAXA JAXA

JAXA
GCOM-C

132

3 113

4 96

JAXA

Instagram

- 175 -



(b)

50
400

29 JAXA 25
87%

JAXA
SPACE MEETS YOKOHAMA ISS

JAXA

54 539 JAXA

JAXA

444 75,320
JAXA JAXA 60 1

2018 JAXA

2017 120
JAXA

33 28 7.5

SPACE MEETS
YOKOHAMA

Web

(C) Chuya Koyama/Kodansha

JAXA
JAXA

( )

JAXA

(JAL) 2017 12 JAL 20
JAL JAXA

PR

Twitter
LINE 320

J-WAVE
2017

J-WAVE JAXA
JAXA

360 360
VR

NPO

MIT

13
MIT

30 40 

BS BS

2018 ISEF 2024

ISEF

JAXA’s

JAXA

JAL
JAXA

MIT

JAXA’s2018

360

(C) CARE FOR EARTH PROJECT

Web

JAL Web

(C) JAXA/NASA

J-WAVE Web

Web

HILLS LIFE Web

- 176 -



(c)
350

416
•  

ASTRO-H Nature
•

ERG Nature
• SELENE Geophysical Research Letters
• X ISAS SOLAR-B

(d)

29
29 28 30 15-30

JAXA
88% 89%

91% 89%
92%

JAXA

2,458 552
1,764 21

JAXA

Web

JAXA JAXA

JAXA

• Asia-Pacific Regional Space Agency 
Forum:APRSAF NHK

• International Astronautical Congress:IAC
MHI H3

•

JAXA

( 1 )

( )

JAXA

JAXA JAXA

IAC JAXA MHI

• (NASA)
• (VNSC) JAXA VNSC

JAXA

• 29 (ESA) (DLR)
30

- 177 -



1.

2. 

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

27,136,572 32,379,812 32,862,884

211,177,437 207,856,661 26,673,051 34,408,311 35,507,628

50 50 10 10 10

27

26 JAXA
27

26

27

29

E-75

E-76

28 3

JAXA
( )

(
)

(
)

29

- 178 -



( ) ( 4 )

( )

( )

18

• 9
•

• GCOM-W GPM/DPR

29(2017)

2016-
2017

2016 7 2017

2017 CALET

2017 MAXI 2021 3

2017 JASMINE 12 6 7
2018

2017
2018

2017 Solar power sail
OKEANOS

3 5 6
2

2017 2017 2018 6

- 179 -



27 5 25

Web 

[ ]
1. 

[ ]
2. 

3. 

4. 

[ ]
5. 

6. 27 5
25

7. 

8. Web
9. 

29

(5 )

X (ASTRO-H)

A

29(2017) JAXA 29
29

JAXA IT ( )

(NISC)

29
( 9 X HTV-X

)
JAXA

- 180 -



28 3

JAXA (IPA NICT )

JAXA

27

PDCA
(JOT:Joint Order Team)

(
)

1
SS-520-4

28 3

X
(ASTRO-H)

ASTRO-H
29

28

X (ASTRO-H) JAXA
4 SS-520-4

H3 JAXA

- 181 -



6 ( ICT )
(JAXA ) ( )

JAXA PDCA

28 3

29
X ASTRO-H

ASTRO-H ( ) 318 3,257

( ) 3,130

JAXA

JAXA
29(2017) 9

LL (BDB-14017)
JAXA

ASTRO-H

29

29(2017) JAXA 3
29

5

3

(
) ( ) 29

29 4

28(2016) 3,500 29 1,000
28 29

(CSIRT)

JAXA CSIRT
(4 JAXA (NICT) (CYDER) 8 )

( )

- 182 -



JAXA
JAXA

JAXA
JAXA

JAXA

29 ( 1,000 ) ( 4,000 )
JAXA

(NISC)

ASTRO-H

X (ASTRO-H) 2 H-IIA 6
10 JAXA

ASTRO-H

ASTRO-H
JAXA

JAXA ( )
( 18 )

( 18 ) ( )

JAXA (2 ) (4 )

- 183 -



3 SAR

GOSAT-3
SELENE-R SPICA

X MMX

( ) ( 8 )

(6 22 ) (401 )

9

X

(MMX)

ASTRO-H JAXA
ASTRO-

H

3
( 2)

29(2017) 1.27 23

29 7 ( 1) ( 3 )

( ) 29

( 1) 6

( 2) 

0
1
2
3
4
5
6
7
8

FY20 FY21 FY22 FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28 FY29

- 184 -



27 5 25 29
29

28 Web

(1) 

29

( 4 )
( ) 28 48.0% 47.9% 28 35.4% 30.1%

( 246 )
28 60.7% 63.2% 28 36.2% 35.8%

29
28(2016)

29(2017) 6

29

PDF

29(2017) 4 1 ( )
7 1

X
9 X HTV-X

JAXA

(2) 

a.
b.
c.

- 185 -



WEB 5

JAXA

(3) 

(2) 

(1) 

1 1

2
3 29 28
4

29 JAXA

1
2
3 29 28

29 JAXA

28 29

2 657 39.3% 626 36.8% 31 4.7%
420 63.8% 343 64.2% 77 18.2%

1
1,015 60.7% 1,075 63.2% 60 5.9%

239 36.2% 191 35.8% 48 20.0%
1,672 100.0% 1,701 100.0% 29 1.7%

659 100.0% 535 100.0% 124 18.9%

28 29

34.5% 16.8% 32.7% 16.5% 3.4% 12.9%
1,144 249 1,105 217 39 32

17.4% 30.8% 19.3% 27.2% 13.0% 21.2%
579 455 654 359 75 37

51.9% 47.6% 52.0% 43.7% 2.1% 18.3%
1,723 704 1,759 575 36 129

48.1% 52.4% 48.0% 56.3% 1.6% 4.2%
1,597 775 1,622 742 25 33

100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 1.8% 11.0%
3,320 1,480 3,381 1,318 61 162

- 186 -



1. 

2. 

29

6
( 9 )

15% (
)

( )

A

25(2013) JAXA (
) 6 ( 5 1 )

(H3 9 )

27(2015)

(JST)( ) A ( )
(5 2 )

28(2016) X (ASTRO-H 29(2017)
(

)
29 7

( 9 X HTV-X )

- 187 -



29

A ( )

( )
29(2017) JAXA 15

29 9 ( 3 3 )

27(2015)
4 4

( 30(2018) 4 1 )

28 3

JAXA ASTRO-H
29

29

JAXA

25(2013) JAXA (
) 6 (H-IIA 5

2 4 GCOM-C/SLATS 6 1 ASNARO-2 )

(H3 9
)

27 4
( 91 ( 58 33 9

) (JST)( ) A (
) (5 2 )

28(2016) 3 X (ASTRO-H 29(2017) 6
( )

( 9 X HTV-X
)

27(2015)
4 30 (2018)4 1

- 188 -



( )
29 JAXA 15

29(2017) 9 3 (3 )
260 122 JAXA

JAXA
3

( )
30(2018) 3

ISS

24 15
24 5

[ ]
1. 

2. 

3. 
4. ISS 

[ ]
5. 

6. 

24
15 *

24 5

*

25
(2013)

26
(2014)

27
(2015)

28
(2016)

29
(2017)

2,223 1,989 2,067 1,954 1,870

87,000 77,163 78,962 74,513 80,399

- 189 -



29

F-23
F-24

28 3

28

2017 ( 29 6 9 )

2025 3

29

15% 5%

( 1)
( 2) ( 3)

21%
7%

1 5

1
28

29(2017) 8
2

( 2 ) 27(2015) 8
21
3

4
27 9 28

- 190 -



24 15 24 5

ISS

2 2 (ALOS-2) 24

( )

1

24(2012) 15

24 5%

2

199
ISS ALOS-2
( )

( ) 39
24 ( 28(2016)

21 )

JAXA ( )
( 24 ISS 39 )

621
897 1,036 1,109

1,445
2,120

2,416

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

FY23 FY24 FY25 FY26 FY27 FY28 FY29

28 29(2017) 6
28 ( ) 109.9

27(2015) ( 7 )
100 JAXA 79.5

JAXA JAXA

(TM)

- 191 -



23
1. 
2. 26

3. JAXA 
4. 23

29

F-27

28 3

IT (IoT AI ) 29 AI
( ) JAXA

(RPA : Robotic Process Automation)
30

JAXA PC

29 JAXA 200
30

29

- 192 -



(1 ) IV&V
(3 ) IV&V

JAXA

28 

JAXA 

I.3.(5)

( ) IV&V( ) JAXA
IV&V

2 2 (GOSAT-2)
H3

28(2016) 4
28 29

(4PB 7PB)
3D

2
JAXA 2017-206127

23 

28(2016) (
( ) Web ) 4 ( )

(28 )
PC 3,000 Web ( )

( 10 )

Web

PC Web TV
LAN PC LAN

4
4 ( ) (1 4 )

Web
( ) ( 100 )

PC 3,000

(
200 1 1 30 ) JAXA
Web TV LAN

( 4 )

- 193 -



282

3409-5
3366-4 25

27

3409-5 3366-4 25

1. 

2. 

3. 

4. 282
5. 25

27

6. 
25

7. 

- 194 -



570,516
10,872

169,317
83,345
7,500
5,000

846,550

32,196
27,775
17,529
10,247
4,420

543,321
63,789

479,532
10,872

169,317
83,345
7,500

846,550

25 29

1
GOSAT-2

2

3

A
A(y)= (C(y) Pc(y) T(y)) 1( ) Pc(y) T(y)

(R(y) Pr(y)) 2( ) Pr(y) (y)
B(y) ( )

C(y)=Pc(y) Ec(y) T(y)
R(y)=Pr(y) Er(y)
B(y)=B(y-1) ( )
P(y)=Pc(y)+Pr(y)= Pc(y-1)+Pr(y-1) ( )
Ec(y) Ec(y-1) ( )
Er(y) Er(y-1) ( ) ( )

3

B(y) B(y-1)
B(y)

C(y) 
Ec(y) Ec(y-1)

Ec(y)
Er(y) Er(y-1)

Er(y)
P(y) 
Pc(y) Pc(y-1)

Pc(y)
Pr(y) Pr(y-1)

Pr(y)
R(y) 
T(y) 
(y) 

(y-1) (y)
1 

2 

 

 

 

 

 

1
24 15%

2 24 5%

1

0% 1
0%

0%

0%

4

5 26 1

27 
1

28 2
21

29 1

- 195 -



745,747
415,910

29,021
7,500

293,316
950

0

305,561
135,320

7,500
5000

293,316
0
0
0
0

25 29

438,406
393,169

14,975
0

835,678
570,516
252,662

7,500
5,000

10.872

0

0

25 29

1

2

29

G-6
G-12

G-12
G-12

G-12

29

- 196 -



- 197 -



( )
ISS ALOS-2

( )
39

24
(28 21 )

II.3. 

28(2016)
30

28

- 198 -



( )

30(2018)

30

1

29(2017)

30

30

1

- 199 -



29(2017)

29

29

29

25 29

1. 
10,872

29

( ) 20
JAXA

A

( ) JAXA
10

0 ( 6 ) JAXA 0

2m 2m 20

JAXA

JAXA

- 200 -



28 3

3 ( 76 1 )

( )

29

( ) JAXA

2

2m 2m 20
JAXA ( ) (

) 29(2018) 28(2017)

JAXA
JAXA

JAXA
( ) 10
0 ( 6 ) JAXA 0

- 201 -



3km 1

3 1 76

( )

1. 

2. 

3. 

a

b

- 202 -



29

A

( )

29(2017) ( )

5
3

7 ( 1 6 )

JAXA

JAXA
JAXA

JAXA 2 ( 30(2018) 4 )

( 424 744 ) ( ) ( 17 32 )
3 9

DAY 15%

29

28 3

( )

29(2017)

- 203 -



(DE SE/PM S&MA )
( )

5 3

7
29(2017) 14 30(2018) 1 1 2

X ( )
( )

( 4 )
ICT ( )

( )

JAXA

JAXA

JAXA

(29 140 )

5
3

CFRP( )

2

28(2016) 4

(30 4 )
( 424 744 ) ( ) ( 17 32 ) 3

3 8 3

DAY 15% 3
(3 )

1

- 204 -



1. 

a
b
c

2. 

29

X (ASTRO-H)

7 ( )

A

ASTRO-H

JAXA JAXA

H-IIA 35 SS-520 5 (GCOM-C)
(SLATS) 3 7

JAXA

6 SS-520

- 205 -



28 3

28 SS-520 HTV

JAXA

( )

27 28 HTV
SS-520-4

27 JAXA
29 SS-520-4

29

ASTRO-H

JAXA PDCA

JAXA

JAXA

X (ASTRO-H)
S&MA

S&MA
SS520 4

H-IIA 35 He SS520 5
(GCOM-C) (SLATS) 3

ASTRO-H

- 206 -



JAXA GCOM-C
SLATS H-IIA

JAXA

JAXA
26 NASA ESA 1 4

10

JAXA 5
I.5.(3)

2.(2)
JAXA 3 ISO( ) ISO JAXA

ISO ISO

JAXA S&MA
S&MA

35 925 52%
7 143

JAXA

JAXA

JAXA JAXA
31(2019)

( 23 ) H-IIA 35-38
3 ISS 53S

30(2018) 11 JAXA
JAXA

7 ( )

JAXA JAXA

6 SS-520

- 207 -



Ⅷ.４ 中期目標期間を超える債務負担 

ロケット・衛星に代表されるように JAXA の研究開発に係る業務において、第 4 期にお

いても主務大臣により中長期目標として認められる可能性が高い事業に限定した上で、そ

の目標の達成のために、第 3期から継続して調達が必要であると法人の長が判断したもの

に対して、中期目標期間を超える債務負担を行っている。 

 

 

Ⅷ.５ 積立金の使途 

なし 
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７．事業等のまとまりごとの予算・決算の概況 

（単位：円）

 Ａ．衛星測位、衛星リモートセンシング、衛星通信・衛星放送

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

21,911,241,033 21,911,241,033 0

(5,310,139,000) (5,310,139,000) (0) （注１）

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 8,545,061,000 13,552,596,406 △ 5,007,535,406 前年度からの繰越による増

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

受託収入 247,386,000 11,043,994,819 △ 10,796,608,819 国からの受託の増

その他の収入 319,090,000 398,669,782 △ 79,579,782 雑収入の増

31,022,778,033 46,906,502,040 △ 15,883,724,007

(5,310,139,000) (5,310,139,000) (0) （注１）

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

22,230,331,033 27,019,594,420 △ 4,789,263,387

(5,310,139,000) （5,310,139,000） (0) （注１）

うち、人件費（事業系） 1,467,693,837 1,510,060,921 △ 42,367,084

20,762,637,196 25,509,533,499 △ 4,746,896,303 前年度からの繰越による増

(5,310,139,000) （5,310,139,000） (0) （注１）

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 8,545,061,000 13,343,961,282 △ 4,798,900,282 前年度からの繰越による増

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

受託経費 247,386,000 10,370,780,830 △ 10,123,394,830 国からの受託の増

31,022,778,033 50,734,336,532 △ 19,711,558,499

(5,310,139,000) （5,310,139,000） (0) （注１）

（注１）

　下段のカッコ書きは、補正予算（H３ロケットの開発等）による追加分であり、上段の内数であります。

（注２、注３）

　「受託収入」及び「受託経費」には、情報収集衛星の受託に係る収入及び支出を含めて計上しております。

計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｂ．宇宙輸送システム

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

36,723,243,461 36,723,243,461 0

(6,500,000,000) (6,500,000,000) (0) （注１）

施設整備費補助金 2,729,416,000 1,164,142,000 1,565,274,000 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 6,694,461,000 6,318,738,400 375,722,600

受託収入 504,673,000 4,391,037,080 △ 3,886,364,080 民間からの受託の増

その他の収入 110,320,000 53,233,699 57,086,301 雑収入の減

46,762,113,461 48,650,394,640 △ 1,888,281,179

(6,500,000,000) (6,500,000,000) (0) （注１）

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

36,833,563,461 42,880,128,553 △ 6,046,565,092

(6,500,000,000) （6,500,000,000） (0) （注１）

うち、人件費（事業系） 1,150,239,695 1,142,143,047 8,096,648

35,683,323,766 41,737,985,506 △ 6,054,661,740 前年度からの繰越による増

(6,500,000,000) （6,500,000,000） (0) （注１）

施設整備費補助金経費 2,729,416,000 1,118,590,699 1,610,825,301 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 6,694,461,000 5,913,669,258 780,791,742 翌年度への繰越による減

受託経費 504,673,000 5,166,992,452 △ 4,662,319,452 民間からの受託の増

46,762,113,461 55,079,380,962 △ 8,317,267,501

(6,500,000,000) （6,500,000,000） (0) （注１）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｃ．宇宙科学・探査

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

15,730,098,072 15,730,098,072 0

(0) （0） (0)

施設整備費補助金 4,595,101,000 2,673,531,000 1,921,570,000 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

受託収入 643,714,000 1,823,031,814 △ 1,179,317,814 民間からの受託の増

その他の収入 197,093,000 685,647,831 △ 488,554,831 雑収入の増

21,166,006,072 20,912,308,717 253,697,355

(0) （0） (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

15,927,191,072 17,057,518,676 △ 1,130,327,604

(0) (0) （0）

うち、人件費（事業系） 2,088,066,701 2,157,873,390 △ 69,806,689

13,839,124,371 14,899,645,286 △ 1,060,520,915

(0) (0) （0）

施設整備費補助金経費 4,595,101,000 2,670,733,944 1,924,367,056 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

受託経費 643,714,000 1,568,293,497 △ 924,579,497 民間からの受託の増

21,166,006,072 21,296,546,117 △ 130,540,045

(0) (0) （0）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｄ．有人宇宙活動

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

4,442,965,767 4,442,965,767 0

(0) （0） (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 33,266,197,000 29,362,242,958 3,903,954,042 翌年度への繰越による減

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

受託収入 23,028,000 125,577,212 △ 102,549,212 民間からの受託の増

その他の収入 114,271,000 97,420,626 16,850,374 雑収入の減

37,846,461,767 34,028,206,563 3,818,255,204

(0) （0） (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

4,557,236,767 4,589,388,482 △ 32,151,715

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 1,554,400,582 1,630,159,408 △ 75,758,826

3,002,836,185 2,959,229,074 43,607,111

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 33,266,197,000 29,323,575,058 3,942,621,942 翌年度への繰越による減

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

受託経費 23,028,000 55,202,955 △ 32,174,955 民間からの受託の増

37,846,461,767 33,968,166,495 3,878,295,272

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｅ．宇宙太陽光発電

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

357,079,702 357,079,702 0

(0) （0） (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

受託収入 0 0 0

その他の収入 244,000 0 244,000 雑収入の減

357,323,702 357,079,702 244,000

(0) （0） (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

357,323,702 351,185,571 6,138,131

(0) (0) （0）

うち、人件費（事業系） 63,012,476 62,939,169 73,307

294,311,226 288,246,402 6,064,824

(0) (0) （0）

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

受託経費 0 0 0

357,323,702 351,185,571 6,138,131

(0) (0) （0）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｆ．航空科学技術

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

7,852,064,547 7,852,064,547 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 1,507,879,000 1,312,892,000 194,987,000 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

受託収入 319,960,000 753,972,989 △ 434,012,989 民間からの受託の増

その他の収入 28,808,000 84,713,668 △ 55,905,668 雑収入の増

9,708,711,547 10,003,643,204 △ 294,931,657

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

7,880,872,547 7,975,492,958 △ 94,620,411

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 1,776,856,281 1,804,581,260 △ 27,724,979

6,104,016,266 6,170,911,698 △ 66,895,432

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 1,507,879,000 1,308,386,890 199,492,110 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

受託経費 319,960,000 729,307,181 △ 409,347,181 民間からの受託の増

9,708,711,547 10,013,187,029 △ 304,475,482

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費

 

- 214 -



 

（単位：円）

 Ｇ．横断的事項

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

30,185,054,158 30,185,054,158 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 2,104,983,000 1,608,926,935 496,056,065 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 200,000,000 200,000,000 0

受託収入 185,141,000 352,163,764 △ 167,022,764 国からの受託の増

その他の収入 187,706,000 190,780,263 △ 3,074,263

32,862,884,158 32,536,925,120 325,959,038

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

30,372,760,158 32,352,654,875 △ 1,979,894,717

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 4,875,181,428 4,877,803,401 △ 2,621,973

25,497,578,730 27,474,851,474 △ 1,977,272,744

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 2,104,983,000 1,531,177,497 573,805,503 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 200,000,000 576,132,480 △ 376,132,480 基幹ロケット高度化推進事業の実施による増

受託経費 185,141,000 1,047,662,855 △ 862,521,855 国からの受託の増

32,862,884,158 35,507,627,707 △ 2,644,743,549

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

 Ｈ．その他業務

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

0 0 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

受託収入 46,201,508,000 36,903,778,719 9,297,729,281 国からの受託の減

その他の収入 0 0 0

46,201,508,000 36,903,778,719 9,297,729,281

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 0 0 0

（公租公課を除く一般管理費） 0 0 0

うち、人件費（管理系） 0 0 0

うち、物件費 0 0 0

うち、公租公課 0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

受託経費 46,201,508,000 38,081,224,353 8,120,283,647 国からの受託の減

46,201,508,000 38,081,224,353 8,120,283,647

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

法人共通

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

5,894,652,260 5,894,652,260 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金 0 0 0

受託収入 0 0 0

その他の収入 42,468,000 185,906,184 △ 143,438,184 雑収入の増

5,937,120,260 6,080,558,444 △ 143,438,184

(0) (0) (0)

支出

一般管理費 5,937,120,260 5,957,759,578 △ 20,639,318

（公租公課を除く一般管理費） 5,059,442,538 5,080,280,256 △ 20,837,718

うち、人件費（管理系） 3,177,739,000 3,167,675,655 10,063,345

うち、物件費 1,881,703,538 1,912,604,601 △ 30,901,063

うち、公租公課 877,677,722 877,479,322 198,400

0 0 0

(0) (0) (0)

うち、人件費（事業系） 0 0 0

0 0 0

(0) (0) (0)

施設整備費補助金経費 0 0 0

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 0 0 0

地球観測システム研究開発費補助金経費 0 0 0

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 0 0 0

受託経費 0 736,286,727 △ 736,286,727 受託に係る一般管理費等

5,937,120,260 6,694,046,305 △ 756,926,045

(0) (0) (0)
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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（単位：円）

合計

予算額
①

決算額
②

差額
① － ② 備考

収入

123,096,399,000 123,096,399,000 0

(11,810,139,000) （11,810,139,000） (0) （注１）

施設整備費補助金 10,937,379,000 6,759,491,935 4,177,887,065 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金 33,266,197,000 29,362,242,958 3,903,954,042 翌年度への繰越による減

地球観測システム研究開発費補助金 8,545,061,000 13,552,596,406 △ 5,007,535,406 前年度からの繰越による増

基幹ロケット高度化推進費補助金 6,894,461,000 6,518,738,400 375,722,600

受託収入 48,125,410,000 55,393,556,397 △ 7,268,146,397
国等からの受託の増
（注２）

その他の収入 1,000,000,000 1,696,372,053 △ 696,372,053 雑収入の増

231,864,907,000 236,379,397,149 △ 4,514,490,149

(11,810,139,000) （11,810,139,000） (0) （注１）

支出

一般管理費 5,937,120,260 5,957,759,578 △ 20,639,318

（公租公課を除く一般管理費） 5,059,442,538 5,080,280,256 △ 20,837,718

うち、人件費（管理系） 3,177,739,000 3,167,675,655 10,063,345

うち、物件費 1,881,703,538 1,912,604,601 △ 30,901,063

うち、公租公課 877,677,722 877,479,322 198,400

118,159,278,740 132,225,963,535 △ 14,066,684,795

(11,810,139,000) （11,810,139,000） (0) （注１）

うち、人件費（事業系） 12,975,451,000 13,185,560,596 △ 210,109,596

105,183,827,740 119,040,402,939 △ 13,856,575,199 前年度からの繰越による増

(11,810,139,000) （11,810,139,000） (0) （注１）

施設整備費補助金経費 10,937,379,000 6,628,889,030 4,308,489,970 翌年度への繰越による減

国際宇宙ステーション開発費補助金経費 33,266,197,000 29,323,575,058 3,942,621,942 翌年度への繰越による減

地球観測システム研究開発費補助金経費 8,545,061,000 13,343,961,282 △ 4,798,900,282 前年度からの繰越による増

基幹ロケット高度化推進費補助金経費 6,894,461,000 6,489,801,738 404,659,262

受託経費 48,125,410,000 57,755,750,850 △ 9,630,340,850
国等からの受託の増
（注３）

231,864,907,000 251,725,701,071 △ 19,860,794,071

（11,810,139,000） （11,810,139,000） (0) （注１）
計

区分

運営費交付金

計

事業費

うち、物件費
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